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広報真鶴　2024年10月号 ２

連

　載

真鶴町のこども計画を策定します！

３ ◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年10月号

　子ども・子育て支援法等の一部を改正する法律が、2024年6月12日に公布されました。これにより、2024年10月分
の児童手当から、制度の内容が変わります。
　対象児童の世帯には認定請求書を郵送しています。ただし、確認書は全受給者へ送付しています。（※真鶴町に住
所を有していない児童等は郵送の対象外となります）ご不明な場合は健康こども課までお問い合わせください。

● 所得制限の撤廃
● 支給対象児童を中学生年代までから高校生年代までに延長
● 第3子以降の支給額の増額
● 第1子、第2子、第3子の考え方の変更（カウント方法）
● 支給回数が年3回から年6回（偶数月）に変更

カウント対象児童を含め、年長者から第1子、第2子、第3子…と数えます。
例：20歳（大学生）、18歳（高校生）、14歳（中学生）の3人の子を養育している場合
　【手当月額例：改正後】

　20歳の子＝第1子（支給対象外児童）
　18歳の子＝第2子（月額10,000円）
　14歳の子＝第3子（月額30,000円）

制度改正の
概要

改正後

所得制限なし
（一律児童手当として支給）

18歳に達した最初の年度末
（高校生年代）まで

【3歳未満】
  第1・2子：15,000円
  第3子以降：30,000円

【3歳～高校生】
  第1・2子：10,000円
  第3子以降：30,000円

22歳に達した最初の年度末
（大学生年代）までの子を含める

（親等に経済的負担等がある場合に限る）

年6回
・偶数月

・各前月までの2ヵ月分を支給

改正前
2段階の所得制限あり
制限1：特例給付
制限2：支給なし

15歳に達した最初の年度末
（中学生年代）まで

・児童手当の場合
【3歳未満】一律15,000円
【3歳～小学生】

  第1・2子：10,000円
  第3子以降：15,000円

【中学生】一律10,000円
・ 特例給付の場合　一律5,000円

18歳に達した最初の年度末
（高校生年代）までの子を含める

年3回
・6月、10月、2月

・各前月までの4ヵ月分を支給

所得制限

支給対象
児童

手当月額

カウント対象
児童

支払回数

第1子、第2子、第3子以降のカウント方法について

　真鶴町では、2024年度にこども計画を策定します。こどもや若者同士の意見交換や交流、子育てや教育に
関心がある方々等、当事者や町民の皆さんの参加のもと、真鶴町でこどもが育つ環境について皆で一緒に考
えていきますので、どうぞご参加ください。

　全てのこども・若者が、日本国憲法、こど
も基本法及びこどもの権利条約の精神に
のっとり、生涯にわたる人格形成の基
礎を築き、自立した個人としてひとしく
健やかに成長することができ、心身の状況、置か
れている環境等にかかわらず、ひとしくその権利
の擁護が図られ、身体的・精神的・社会的に将来
にわたって幸せな状態（ウェルビーイング）で生
活を送ることができる社会のこと。

　「こどもまんなか社会」の実現を目指して策
定される計画です。こどもや若者が保護者や
社会に支えられる中で健やかに成長したり、個
性や多様性が尊重され、自分らしく生きていく
環境を育んでいくために必要な施策を取りま
とめます。

　こども基本法に基づく「こども計画」と、子ども・
子育て支援法に基づく「子ども・子育て支援事業
計画」を統合した計画を策定します。
　また、この計画は、こども施策・若者支援・貧困
対策、子育て支援、少子化対策といったこどもに
関わる施策をまとめ、2023年度に実施したニーズ

調査や意見交換会等の成果も反映させながら、
真鶴町のこども施策に関する総合的な計画の策
定を目指します。

　真鶴町では、こども計画策定の始まりとして、下記のとおり意見交換会を開催します。こども計
画や真鶴町の現在の子育て施策、2023年度に行ったニーズ調査結果等をご紹介した上で、こど
もや若者が育つために必要な環境や支援、子育て支援や貧困対策等、真鶴町のこどもをめぐる
環境や未来について意見交換します。意見交換会は、「こども」「子育て」に関心を持つ方々とつ
ながる出会いの場にもなりますので、どうぞご参加ください。

　【手当月額例：改正前】
　　20歳の子＝カウント対象外児童　
　　18歳の子＝第1子（支給対象外児童）
　　14歳の子＝第2子（月額10,000円）

日時：
会場：
内容：
予約：

備考：

児童手当制度改正のお知らせ ■問い合わせ 
   健康こども課（旧福祉課)
　☎内線２３２

こども計画って？ こどもまんなか社会って？

どんな計画を作ろうとしているの？

10月12日(土)　10:00～11:30
情報センター1F　住民サポートコーナー
真鶴町のこどもに関する施策について
事前予約制　お電話にて健康こども課までお申し込みください。
(受付は開催日前日まで）
参加費無料、託児スペースもご用意します。

真鶴町のこどもの未来について語ろう！

こども計画策定に向けた意見交換会を開催します

■問い合わせ
　健康こども課(旧福祉課)
　☎内線２３3

真鶴町のこども計画を策定します！
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健全化判断比率

資金不足比率

※実質赤字比率︓普通会計を対象とした実質赤字額の標準財政規模（人口、面積等から算定する当該団体の
標準的な財政の規模）に対する比率であり、これが生じた場合には赤字の早期解消を図る必要があります。
（本町における対象の会計︓普通会計)

本町の比率 早期健全化基準 財政再生基準

① 実質赤字比率 （7.09％の黒字） 15.0% 20.0%

② 連結実質赤字比率 （12.46％の黒字） 20.0% 30.0%

③ 実質公債費比率 12.8％ 25.0% 35.0%

④ 将来負担比率 78.0％ 350.0%

公営企業に係る
特別会計の名称

本町の比率 経営健全化基準

水道事業会計 （29.8％の資金剰余）

下水道事業会計 （27.9％の資金剰余）

20.0%

各指標の説明

※連結実質赤字比率︓公営企業会計や特別会計を含む全ての会計を対象とした実質赤字額（または資金不
足額）の標準財政規模に対する比率であり、これが生じた場合は問題のある会計が存在することになるため、
赤字の早期解消を図る必要があります。
（本町における対象の会計︓普通会計、特別会計、公営企業会計）

※実質公積費比率︓普通会計が負担する元利償還金（町が借り入れた借入金の返済に充てる資金）などの
標準財政規模に対する比率であり、18％を超えると起債の際に総務大臣等の許可が必要となり、25％を超え
ると一部の町債の発行が制限されます。

※将来負担比率︓町債の返済や職員の退職金等、普通会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模
に対する比率であり、これらの負債が将来財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示すストック指標です。　
この比率が高い場合、将来これらの負担額を実際に支払う必要があることから、今後の財政運営が圧迫される
などの問題が生じる可能性が高くなります。

　市町村の中には、財政の豊かなまちもあれば、台所が火の車のまちもあります。
　かつて2006年には某市町村が財政破綻するという事態も起こりました。こうした中、市町村の財政
状況への監視を強め、いざ財政破綻した場合に備えるため、地方財政健全化法(地方公共団体の財政の健
全化に関する法律 2007年6月成立）がつくられました。某市町村において巨額の赤字隠しが破綻の大き
な原因だったこともふまえ、市町村が財政状況を住民らにきちんと公表するよう義務付けたものです。

　結論から言えば、真鶴町の財政状況は現時点では「健全」です。
　「健康診断」の数値は、一応は正常な範囲に収まっています。ただし、県が推奨する「未病」になぞ
らえれば、まるっきりの健康体というわけでもありません。とりわけ、これからかかる見込みのお金か
ら今後の財政がどのくらい苦しくなるかを表す「将来負担比率」というモノサシがあります。令和5年
の全国比較が未公表のため令和4年度で見ると、全国1,741市町村の中で悪いほうから120番目でした。
実質公債費比率も111番目。加えて、我が町は急激な人口減少と高齢化率の上昇により、さらに苦しく
なることが予想されています。

　右ページで詳しく「健康診断」の数値を説明していますが、わかりやすいよう前提となる情報を予め
整理しておきましょう。
　真鶴町役場には、次の７つの会計があります。おサイフが７つあって、使い分けていると想像してみ
てください。
          

　「普通会計」とは、みなさんの税金で運営している、基本となるみんなのおサイフです。
　一方で、たとえば健康保険なら、国民健康保険の人もいれば、会社の社会保険の人もいます。そのた
め、町民全員が対象ではないものはおサイフを分けて、不公平感が生まれないようにしています。それ
が「特別会計」です。
　同様に、井戸を使っていて水道を契約していない人や、下水道ではなく合併浄化槽の地域の方もいる
ため、上下水道もおサイフが別です。ただし、上下水道は料金収入があって独立採算が原則なので「公
営企業会計」という別の種類のおサイフとなっています。
　とはいえ、おサイフを分けてはいても、各会計間のお金のやり取りも発生します。また、破綻しそう
な会計が発生した場合、見放すことはできないため最後は普通会計から貸付金を繰り出すなどして立て
直すこととなります。そのため「連結実質赤字比率」のように全てのおサイフを通しでチェックするモ
ノサシもあるわけです。

　令和5年度は、健全化比率と資金不足比率のいずれの指標も「健全」の段階となり
ました。今後も、町の診断結果を町民のみなさまにわかりやすくお伝えし、極端な
町民サービスの切り詰めを起こさないよう、町の健康維持に努めていく所存です。
                                                                           文責︓真鶴町長　小林伸行

※実質赤字額または連結実質赤字額がない場合、および実質公債費比率または将来負担比率が算定されない場合

は「－」となります。

※資金不足比率が算定されない場合は「－」となります。

※資金不足比率︓各公営企業の資金

不足額の事業規模に対する比率であり、

経営健全化基準（20％）以上となった

場合には経営健全化計画を定めなけれ

ばなりません。

現在は健康ですが、「未病」の観点では課題が……

資金不足比率の説明

普通会計　　　　 一般会計
　　　　　　　　 真鶴魚座・ケープ真鶴特別会計
特別会計　　　　 国民健康保険特別会計
     介護保険事業特別会計
     後期高齢者医療特別会計
公営企業会計 　水道事業会計
  　下水道事業会計

令和５年度決算に基づく真鶴町の健全化判断比率等について
   （問い合わせ）　財務課 ☎内線351

真鶴町の財政は大丈夫なのか︖
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※実質赤字額または連結実質赤字額がない場合、および実質公債費比率または将来負担比率が算定されない場合

は「－」となります。

※資金不足比率が算定されない場合は「－」となります。

※資金不足比率︓各公営企業の資金

不足額の事業規模に対する比率であり、

経営健全化基準（20％）以上となった

場合には経営健全化計画を定めなけれ

ばなりません。

現在は健康ですが、「未病」の観点では課題が……

資金不足比率の説明

普通会計　　　　 一般会計
　　　　　　　　 真鶴魚座・ケープ真鶴特別会計
特別会計　　　　 国民健康保険特別会計
     介護保険事業特別会計
     後期高齢者医療特別会計
公営企業会計 　水道事業会計
  　下水道事業会計

令和５年度決算に基づく真鶴町の健全化判断比率等について
   （問い合わせ）　財務課 ☎内線351

真鶴町の財政は大丈夫なのか︖
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　町では、10月１日から組織機構の一部を改めます。今後と

も新たな行政需要への対応や、効果的・効率的なサービスの

提供に努めていきます。

子ども陶芸教室（７月25日、８月15日）

今年の夏も様々な青少年育成事業が実施され、

子どもたちの楽しそうな顔であふれました。いく

つかの事業のもようをご紹介します。　

（教育課☎441）

環境学習教室（７月31日）

フィンスイミング教室（８月１日）

親子木工教室（８月４日）

お楽しみ工作教室（８月６日）

　公民館で活動している八芸会の皆様の指導のもと、コップやお皿等の

作品を完成させました。教える側も教わる側も楽しそうに作業していた

姿が印象に残っています。完成した作品は町民文化祭で展示します。

ぜひ、ご覧にいらしてください。

　地球温暖化防止活動推進センターの方々を講師に迎え、地球温暖化

の防止や自然エネルギーを活用することの大切さをクイズ形式で学び

ました。工作ではソーラーランタンを作り、暗い部屋で点灯させると、

「わぁ、きれい！夜が楽しみ！」といった声が聞かれ、太陽光の力を実

感している様子でした。

　町観光大使でフリーダイバーの岡本美鈴さんらの協力を得て、昨年

に引き続き開催しました。フィンを身に付けた子どもたちは、水中をイ

ルカのように速く泳いでおり、25ｍを息継ぎなしで泳ぎ切る子どもも

いました。

　神奈川土建西相支部真鶴分会の皆様にご指導いただき、本立てやイ

ス、飾り棚等を作り上げました。最初は工具の扱いに慣れていない様

子でしたが、家族の方に教えてもらいながら、徐々に作業のスピードを

あげる子どもたちの上達度には驚かされました。

 教育委員会事務局職員が講師となり、万華鏡の工作を行いました。

ビーズ等を自分で選び、筒のまわりに貼る紙も自分で染めて作ったこ

とで、オリジナル作品を完成させました。万華鏡をのぞき込む子どもた

ちの姿はとってもかわいかったです。

　この他にも子ども水泳教室、子ども食育クッキング、夜のプランクトン観察会、一日図書館

員、一日消防隊員、子どもアート教室といった事業を開催しました。どの事業も子どもたち

の嬉しそうな顔、楽しそうな顔が多く見られました。こうした事業を展開できたのも地域の

皆様のご協力があってこそと考えています。この場をお借りして深く感謝いたします。本当

にありがとうございました。今後も子どもたちの健全育成に皆様のお力添えをいただけれ

ばと考えております。どうぞよろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　 教育委員会一同

海と山の子どもたちの交流会（８月８日～９日）

　長野県安曇野市と東京都西多摩郡檜原村の子どもたちを迎え入れ、

貝磨きのアクセサリー作り、漁業体験、海水浴等を通して交流しました。

仲良くなるのに時間を要さず、昔からの友だちだったかのように楽し

そうに過ごしている子どもたちの姿が印象的でした。

●子ども・子育て支援事業に関すること
●児童手当の手続き
●児童予防接種
●小児医療費助成事業
●保育園の入園相談
●乳幼児健診や母子保健に関する手続き
●まなっこひろば・一時預かり事業　
●要保護児童対策地域協議会　等

健康増進係

●健康診断や予防接種についての相談
●がん検診に関すること
●健康相談に関すること
●食育に関すること　　　　　
●感染症に関すること　等

福祉係

●国民健康保険や後期高齢者医療保険
　の手続き
●国民健康保険診療所に関すること 等

●介護保険、介護認定の手続き
●地域包括支援センターへの相談　等

●障がい者手帳など、障がい福祉に関
　する手続き
●生活保護の手続き
●民生委員及び児童委員に関すること
●人権擁護委員、行政相談員、保護司　
　に関すること
●町営住宅の管理運営　等

こども支援係

介護保険係

夏休み子どもフェスティバル

役場の課名が
変わります!!
課の名称変更

担当する主な事務など（一部抜粋）

「福祉課」および「健康長寿課」を再編します。窓口は引き続き、町役場１階になります。

●「健康こども課（こども支援係・健康増進係）」
●「保険福祉課（医療保険係・介護保険係・福祉係）」

【健康こども課】 【保険福祉課】

一
部

子どもたちの笑顔であふれました！

医療保険係
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ー
ル

の
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
町
内
在
住
の
小
・
中
学
生

を
対
象
と
し
て
応
募
さ
れ
た

す
べ
て
の
作
品
を
展
示
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
い
た
だ

き
、
ふ
る
さ
と
真
鶴
の
作
品

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
期
間

　
10
月
８
日
㈫
〜
10
月
13
日
㈰

　
９
時
30
分
〜
18
時

◇
会
場 

真
鶴
町
民
セ
ン
タ
ー

　
１
階
　
ロ
ビ
ー

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
６

　
幼
稚
園
お
よ
び
中
学
校
の

行
事
に
つ
い
て
、
日
程
が
変

更
と
な
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◆
幼
稚
園
わ
く
わ
く
フ
ェ
ス

　
テ
ィ
バ
ル
(
運
動
会
)

　
10
月
５
日
㈯
↓
10
月
６
日
㈰

◆
中
学
校
学
習
活
動
発
表
会

　
10
月
18
日
㈮
↓
10
月
25
日
㈮

◆
中
学
校
参
観
週
間

　
10
月
18
日
㈮
〜
25
日
㈮
↓

　
10
月
25
日
㈮
〜
31
日
㈭

(
土
、
日
は
除
く
)

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
４

　
学
校
建
設
準
備
委
員
会
で

は
、
２
０
３
０
年
４
月
開
校

予
定
の
小
中
一
貫
教
育
校
に

つ
い
て
議
論
を
よ
り
深
め
る

た
め
に
、
昨
年
度
に
続
き
、

幼
保
小
中
の
保
護
者
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
「
小
中
一
貫
教

育
校
実
現
に
向
け
て
の
保
護

者
ア
ン
ケ
ー
トPart

２
」
を

実
施
し
ま
す
。
園
・
学
校
を

通
じ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を

配
布
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
４

第
54
回 

真
鶴
町
民
文
化
祭

　

真
鶴
ら
し
さ
を
い
っ
ぱ
い

詰
め
込
ん
だ
、
施
設
一
体
型

の
新
し
い
学
校
。
真
鶴
町
の

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
た

め
に
、
町
民
み
ん
な
で
考
え

る
場
「
教
育
を
語
り
合
う

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
事
前
申
込
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
託
児
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
９
日
㈬
ま
で
に

教
育
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

　
10
月
26
日
㈯

　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

◇
場
所
　

　
真
鶴
町
民
セ
ン
タ
ー

　
３
階
　
講
堂

◇
テ
ー
マ

「
新
し
い
学
校
に
は
、
こ
ん

　
な
人
た
ち
に
い
て
欲
し
い

　
な
」
(
先
生
、
保
護
者
の

　
方
々
、
地
域
の
方
々
等
)

◇
そ
の
他

　
第
３
回
は
、
２
月
15
日
㈯

　
に
別
テ
ー
マ
で
開
催
予
定

　
で
す
。
詳
細
は
後
日
お
知

　
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
４

「
子
ど
も
と
一
緒
に
暮
ら
す

こ
と
、
親
の
好
き
な
こ
と
を

手

放

さ

な

く

て

も

い

い

。

そ
っ
と
握
っ
て
暮
ら
す
。
」

　
子
ど
も
た
ち
は
、
日
々
の

生
活
の
中
で
人
や
場
所
、
時

間
な
ど
様
々
な
関
係
性
を
深

め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
中
で

最
も
身
近
な
存
在
が
親
で
す
。

親
が
「
暮
ら
し
」
を
子
ど
も

に
押
し
付
け
る
こ
と
な
く
、

お
互
い
に
関
係
性
を
積
み
上

げ
な
が
ら
、
共
に
暮
ら
し
を

作
っ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ

を
学
び
ま
す
。

◇
日
時

　
11
月
10
日
㈰

　
10
時
〜
11
時
30
分

◇
会
場 

　
真
鶴
町
民
セ
ン
タ
ー

　
３
階
　
講
堂

◇
講
師
　

　
齋
藤 

美
和 

氏

(
し
ぜ
ん
の
国
保
育
園
(
町  

  

田
市
)
)

◇
対
象

　
０
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
の

　
保
護
者
お
よ
び
町
内
の
子

　
育
て
に
関
心
の
あ
る
方
。

◇
申
込
方
法

　
10
月
23
日
㈬
ま
で
に
次
の

　
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し

　
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
教
育
委
員
会
で
申
し
込
む
。

②
町
内
幼
稚
園
、
保
育
園
を

　
通
し
て
申
し
込
む
。

■
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ
　

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
８

　
「
な
ぶ
ら
市
」
の
開
催
日

に
合
わ
せ
て
、
一
般
の
来
場

者
を
対
象
に
ヨ
ッ
ト
・
海
上

保
安
庁
巡
視
艇
「
う
み
か
ぜ
」

体
験
乗
船
を
実
施
し
ま
す
。

◇
日
時

　
10
月
27
日
㈰

　
10
時
〜
13
時
30
分

◇
会
場

　
真
鶴
港
　
第
５
物
揚
場

◇
内
容

・
ヨ
ッ
ト

　
１
艇
あ
た
り
５
名
程
度
乗
船

・
巡
視
艇
「
う
み
か
ぜ
」

　
１
回
12
名
乗
船

◇
乗
船
時
間

・
ヨ
ッ
ト
　

①
10
時
30
分
〜
11
時
10
分 

②
11
時
40
分
〜
12
時
20
分
　

③
12
時
50
分
〜
13
時
30
分

・
巡
視
艇
「
う
み
か
ぜ
」

①
10
時
30
分
〜
11
時
10
分 

②
11
時
30
分
〜
12
時
10
分
　

③
12
時
30
分
〜
13
時
10
分

◇
そ
の
他

※

受
付
時
間
は
10
時
〜

(
先
着
順
)

※

未
就
学
児
の
乗
船
は
出
来

　
ま
せ
ん
。

※

乗
船
者
か
ら
保
険
料
１
人

　
あ
た
り
１
０
０
円
を
徴
収

　
し
ま
す
。

◇
主
催

　
真
鶴
港
み
な
と
ま
ち
づ
く
り

　
協
議
会

■
問
い
合
わ
せ
　

　
ま
ち
づ
く
り
課

　
☎
内
線
３
４
２

　
２
０
２
５
年
１
月
13
日

(
成
人
の
日
)
に
開
催
を
予

定
し
て
い
る
「
真
鶴
町
二
十

歳
の
集
い
」
の
企
画
・
運
営

に
携
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
二

十
歳
の
方
々
を
募
集
し
ま
す
。

　
一
生
に
一
度
の
二
十
歳
の

記
念
行
事
で
す
。
二
十
歳
の

門
出
を
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
手

で
思
い
出
に
残
る
式
典
に
し

ま
し
ょ
う
。

◇
対
象
者

　
２
０
０
４
年
４
月
２
日
か

　
ら
２
０
０
５
年
４
月
１
日

　
生
ま
れ
の
方
で
、
真
鶴
町

　
内
に
住
所
を
有
す
る
、
も

　
し
く
は
真
鶴
町
内
の
学
校

　
に
在
籍
し
て
い
た
こ
と
が

　
あ
る
方

◇
募
集
人
員
　

　
３
名
〜
８
名

◇
募
集
期
間

　
10
月
１
日
㈫
〜
18
日
㈮

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
６

「
教
育
を
語
り
合
う
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ

《展示の部》真鶴町民センター  ９時～17時（最終日は15時まで）

展示部門名

ホール
生花、遊彩会、フラワーサークル花暦、

子どもアート教室作品

機能回復訓練室 陶芸、書道

ホール 美術、絵画コンクール作品、キャップアート

展示ケース NPO法人真鶴ひまわりの家

第１会議室 俳句、短歌

第２会議室 写真

第３会議室 手工芸、レゴブロック

会場

１階

２階

《公演の部》真鶴町民センター３階 
月日 団体名等 会場 公演時間

詩吟 講堂 午前

レッツシング 講義室 午後

クレインズコーラス 講義室 午前

ラベイユ 講堂 午後

気功太極拳 講堂 午前

秀麗会 講堂 午後

琴花会 講義室 午前

民謡・民舞発表会 講堂 午後

岩囃子保存会 講堂 午前

真鶴ぼんぼんざめ 講堂 午前

コールまなづる 講義室 午後

オカリナサークル かもめ 講堂 午前

真鶴中学校吹奏楽部 講堂 午後
11月３日(日祝)

10月30日(水)

11月１日(金)

10月29日(火)

10月31日(木)

11月２日(土)

真
鶴
町
子
育
て
学
級

第
４
回
　
講
演
会

ヨ
ッ
ト
・巡
視
艇
「う
み
か
ぜ
」

体
験
乗
船



８９

第
33
回
真
鶴
町

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
展

真
鶴
町
二
十
歳
の
集
い

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
！

幼
稚
園
・
中
学
校
の

行
事
の
日
程
変
更
に
つ
い
て

「
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
」へ
の

協
力
の
お
願
い

◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年10月号 広報真鶴　2024年10月号

連

　載

　
各
会
場
で
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
日
ご
ろ
の
芸
術
・
文
化

活
動
の
成
果
が
発
表
さ
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
い
た
だ
き
、

す
ば
ら
し
い
作
品
と
公
演
の

数
々
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

◇
開
催
期
間

　
10
月
29
日
㈫
〜
11
月
３
日
㈰

◇
会
場 

真
鶴
町
民
セ
ン
タ
ー

◇
式
典

　
開
会
式

　
10
月
29
日
㈫ 

９
時
20
分
〜

　
閉
会
式

　
11
月
３
日
㈰ 

15
時
〜

◇
そ
の
他

・
公
演
時
間
の
詳
細
は
10
月

　
下
旬
に
発
行
予
定
の
町
民

　
文
化
祭
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご

　
覧
い
た
だ
く
か
教
育
課
ま

　
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
「
レ
ッ
ツ
シ
ン
グ
」
で
は
、

　
客
席
が
う
た
声
広
場
に
！

　
懐
か
し
い
曲
か
ら
ポ
ッ
プ
ス

　
ま
で
、
会
場
の
皆
さ
ん
と
一

　
緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
！

◇
主
催

　
真
鶴
町
、
真
鶴
町
文
化
団

　
体
連
盟
、
真
鶴
町
教
育
委

　
員
会

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
６

　
『
こ
の
町
の
自
然
、
町
並

み
、
町
で
働
い
て
い
る
人
、

町
の
行
事
』
を
テ
ー
マ
に

行
っ
た
、
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

の
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
町
内
在
住
の
小
・
中
学
生

を
対
象
と
し
て
応
募
さ
れ
た

す
べ
て
の
作
品
を
展
示
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
い
た
だ

き
、
ふ
る
さ
と
真
鶴
の
作
品

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
期
間

　
10
月
８
日
㈫
〜
10
月
13
日
㈰

　
９
時
30
分
〜
18
時

◇
会
場 

真
鶴
町
民
セ
ン
タ
ー

　
１
階
　
ロ
ビ
ー

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
６

　
幼
稚
園
お
よ
び
中
学
校
の

行
事
に
つ
い
て
、
日
程
が
変

更
と
な
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◆
幼
稚
園
わ
く
わ
く
フ
ェ
ス

　
テ
ィ
バ
ル
(
運
動
会
)

　
10
月
５
日
㈯
↓
10
月
６
日
㈰

◆
中
学
校
学
習
活
動
発
表
会

　
10
月
18
日
㈮
↓
10
月
25
日
㈮

◆
中
学
校
参
観
週
間

　
10
月
18
日
㈮
〜
25
日
㈮
↓

　
10
月
25
日
㈮
〜
31
日
㈭

(
土
、
日
は
除
く
)

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
４

　
学
校
建
設
準
備
委
員
会
で

は
、
２
０
３
０
年
４
月
開
校

予
定
の
小
中
一
貫
教
育
校
に

つ
い
て
議
論
を
よ
り
深
め
る

た
め
に
、
昨
年
度
に
続
き
、

幼
保
小
中
の
保
護
者
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
「
小
中
一
貫
教

育
校
実
現
に
向
け
て
の
保
護

者
ア
ン
ケ
ー
トPart

２
」
を

実
施
し
ま
す
。
園
・
学
校
を

通
じ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を

配
布
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
４

第
54
回 

真
鶴
町
民
文
化
祭

　

真
鶴
ら
し
さ
を
い
っ
ぱ
い

詰
め
込
ん
だ
、
施
設
一
体
型

の
新
し
い
学
校
。
真
鶴
町
の

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
た

め
に
、
町
民
み
ん
な
で
考
え

る
場
「
教
育
を
語
り
合
う

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
事
前
申
込
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
託
児
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
９
日
㈬
ま
で
に

教
育
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

　
10
月
26
日
㈯

　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

◇
場
所
　

　
真
鶴
町
民
セ
ン
タ
ー

　
３
階
　
講
堂

◇
テ
ー
マ

「
新
し
い
学
校
に
は
、
こ
ん

　
な
人
た
ち
に
い
て
欲
し
い

　
な
」
(
先
生
、
保
護
者
の

　
方
々
、
地
域
の
方
々
等
)

◇
そ
の
他

　
第
３
回
は
、
２
月
15
日
㈯

　
に
別
テ
ー
マ
で
開
催
予
定

　
で
す
。
詳
細
は
後
日
お
知

　
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
４

「
子
ど
も
と
一
緒
に
暮
ら
す

こ
と
、
親
の
好
き
な
こ
と
を

手

放

さ

な

く

て

も

い

い

。

そ
っ
と
握
っ
て
暮
ら
す
。
」

　
子
ど
も
た
ち
は
、
日
々
の

生
活
の
中
で
人
や
場
所
、
時

間
な
ど
様
々
な
関
係
性
を
深

め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
中
で

最
も
身
近
な
存
在
が
親
で
す
。

親
が
「
暮
ら
し
」
を
子
ど
も

に
押
し
付
け
る
こ
と
な
く
、

お
互
い
に
関
係
性
を
積
み
上

げ
な
が
ら
、
共
に
暮
ら
し
を

作
っ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ

を
学
び
ま
す
。

◇
日
時

　
11
月
10
日
㈰

　
10
時
〜
11
時
30
分

◇
会
場 

　
真
鶴
町
民
セ
ン
タ
ー

　
３
階
　
講
堂

◇
講
師
　

　
齋
藤 

美
和 

氏

(
し
ぜ
ん
の
国
保
育
園
(
町  

  

田
市
)
)

◇
対
象

　
０
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
の

　
保
護
者
お
よ
び
町
内
の
子

　
育
て
に
関
心
の
あ
る
方
。

◇
申
込
方
法

　
10
月
23
日
㈬
ま
で
に
次
の

　
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し

　
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
教
育
委
員
会
で
申
し
込
む
。

②
町
内
幼
稚
園
、
保
育
園
を

　
通
し
て
申
し
込
む
。

■
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ
　

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
８

　
「
な
ぶ
ら
市
」
の
開
催
日

に
合
わ
せ
て
、
一
般
の
来
場

者
を
対
象
に
ヨ
ッ
ト
・
海
上

保
安
庁
巡
視
艇
「
う
み
か
ぜ
」

体
験
乗
船
を
実
施
し
ま
す
。

◇
日
時

　
10
月
27
日
㈰

　
10
時
〜
13
時
30
分

◇
会
場

　
真
鶴
港
　
第
５
物
揚
場

◇
内
容

・
ヨ
ッ
ト

　
１
艇
あ
た
り
５
名
程
度
乗
船

・
巡
視
艇
「
う
み
か
ぜ
」

　
１
回
12
名
乗
船

◇
乗
船
時
間

・
ヨ
ッ
ト
　

①
10
時
30
分
〜
11
時
10
分 

②
11
時
40
分
〜
12
時
20
分
　

③
12
時
50
分
〜
13
時
30
分

・
巡
視
艇
「
う
み
か
ぜ
」

①
10
時
30
分
〜
11
時
10
分 

②
11
時
30
分
〜
12
時
10
分
　

③
12
時
30
分
〜
13
時
10
分

◇
そ
の
他

※

受
付
時
間
は
10
時
〜

(
先
着
順
)

※

未
就
学
児
の
乗
船
は
出
来

　
ま
せ
ん
。

※

乗
船
者
か
ら
保
険
料
１
人

　
あ
た
り
１
０
０
円
を
徴
収

　
し
ま
す
。

◇
主
催

　
真
鶴
港
み
な
と
ま
ち
づ
く
り

　
協
議
会

■
問
い
合
わ
せ
　

　
ま
ち
づ
く
り
課

　
☎
内
線
３
４
２

　
２
０
２
５
年
１
月
13
日

(
成
人
の
日
)
に
開
催
を
予

定
し
て
い
る
「
真
鶴
町
二
十

歳
の
集
い
」
の
企
画
・
運
営

に
携
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
二

十
歳
の
方
々
を
募
集
し
ま
す
。

　
一
生
に
一
度
の
二
十
歳
の

記
念
行
事
で
す
。
二
十
歳
の

門
出
を
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
手

で
思
い
出
に
残
る
式
典
に
し

ま
し
ょ
う
。

◇
対
象
者

　
２
０
０
４
年
４
月
２
日
か

　
ら
２
０
０
５
年
４
月
１
日

　
生
ま
れ
の
方
で
、
真
鶴
町

　
内
に
住
所
を
有
す
る
、
も

　
し
く
は
真
鶴
町
内
の
学
校

　
に
在
籍
し
て
い
た
こ
と
が

　
あ
る
方

◇
募
集
人
員
　

　
３
名
〜
８
名

◇
募
集
期
間

　
10
月
１
日
㈫
〜
18
日
㈮

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
６

「
教
育
を
語
り
合
う
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ

《展示の部》真鶴町民センター  ９時～17時（最終日は15時まで）

展示部門名

ホール
生花、遊彩会、フラワーサークル花暦、

子どもアート教室作品

機能回復訓練室 陶芸、書道

ホール 美術、絵画コンクール作品、キャップアート

展示ケース NPO法人真鶴ひまわりの家

第１会議室 俳句、短歌

第２会議室 写真

第３会議室 手工芸、レゴブロック

会場

１階

２階

《公演の部》真鶴町民センター３階 
月日 団体名等 会場 公演時間

詩吟 講堂 午前

レッツシング 講義室 午後

クレインズコーラス 講義室 午前

ラベイユ 講堂 午後

気功太極拳 講堂 午前

秀麗会 講堂 午後

琴花会 講義室 午前

民謡・民舞発表会 講堂 午後

岩囃子保存会 講堂 午前

真鶴ぼんぼんざめ 講堂 午前

コールまなづる 講義室 午後

オカリナサークル かもめ 講堂 午前

真鶴中学校吹奏楽部 講堂 午後
11月３日(日祝)

10月30日(水)

11月１日(金)

10月29日(火)

10月31日(木)

11月２日(土)

真
鶴
町
子
育
て
学
級

第
４
回
　
講
演
会

ヨ
ッ
ト
・巡
視
艇
「う
み
か
ぜ
」

体
験
乗
船
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ご
み
出
し
の

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
真
鶴
の

指
定
管
理
者
に
つ
い
て

◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年10月号 広報真鶴　2024年10月号

連

　載

　
真
鶴
半
島
の
美
化
の
た
め
、

草
刈
り
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。
そ
こ
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

◇
実
施
日
　
10
月
17
日
㈭

◇
場
所
　
鵐
窟

◇
時
間
　

　
９
時
　
鵐
窟
に
集
合

　
９
時
〜
11
時
30
分
　

　
草
刈
り
作
業

◇
注
意
事
項

・
動
き
や
す
く
、
汚
れ
て
も

　
か
ま
わ
な
い
作
業
の
で
き

　
る
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ

　
い
。

・
軍
手
は
ご
用
意
い
た
し
ま

　
す
が
、
ご
自
身
の
も
の
が

　
あ
れ
ば
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◇
雨
天
の
場
合

・
小
雨
の
場
合
は
決
行
し
ま

　
す
が
、
荒
天
の
場
合
は
中

　
止
と
い
た
し
ま
す
。
中
止

　
の
場
合
は
参
加
者
の
皆
様

　
に
直
接
ご
連
絡
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ

　
産
業
観
光
課
☎
内
線
３
３
４

　
真
鶴
半
島
を
美
し
く
保
つ

べ
く
海
岸
の
ご
み
拾
い
を
実

施
し
ま
す
。
申
込
不
要
で
す
。

◇
日
時

　
10
月
19
日
㈯

　
９
時
30
分
集
合

※

雨
天
中
止(

予
備
日
な
し)

。

　
中
止
の
場
合
は
前
日
20
時

　
に
町
内
放
送
し
ま
す
。

◇
集
合
場
所

　
ケ
ー
プ
真
鶴
駐
車
場

◇
清
掃
場
所

　
三
ツ
石
海
岸
お
よ
び
番
場

　
浦
海
岸

※

送
迎
車
も
ご
用
意
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
乗
車
人
数
が
限

　

　
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

　
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

◇
そ
の
他

・
作
業
し
や
す
い
服
装
で
ご

　
参
加
く
だ
さ
い
。

・
作
業
前
に
回
収
袋
、
軍
手

　
等
を
お
渡
し
し
ま
す
。

・
１
日
傷
害
保
険
に
加
入
し

　
ま
す
。
(
費
用
無
料
)

■
問
い
合
わ
せ

　
税
務
町
民
課
☎
内
線
２
４
３

　

時
間
を
守
り
ま
し
ょ
う
！   

●
早
朝
〜
８
時
ま
で
に
収
集

　
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
前
日
の
夜
や
収
集
後
に
出

す
と
、
野
良
猫
や
カ
ラ
ス
に

荒
ら
さ
れ
、
ご
み
が
散
乱
す

る
原
因
に
な
っ
た
り
、
近
所

の
方
に
迷
惑
に
も
な
り
ま
す

の
で
、
必
ず
当
日
の
朝
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。
収
集
車
の

運
行
時
間
は
一
定
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
遅
く
出
す
と

収
集
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

分
別
し
ま
し
ょ
う
！

●
混
ぜ
て
し
ま
う
と
ご
み
で

　
す
が
、
分
別
す
れ
ば
資
源
に

　
な
り
ま
す
。

　
可
燃
ご
み
の
中
に
は
資
源

に
な
る
も
の
、
特
に
紙
類
が

多
く
混
入
し
て
無
駄
に
燃
や

さ
れ
て
い
ま
す
。
正
し
く
分

別
す
れ
ば
、
資
源
と
し
て
有

効
に
利
用
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

決
め
ら
れ
た
収
集
場
所
へ
！ 

●
お
住
い
の
地
域
で
決
め
ら

　
れ
た
収
集
場
所
に
出
し
ま

　
し
ょ
う
。

　
マ
ナ
ー
を
守
り
ご
み
を
出

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
カ

ラ
ス
対
策
と
し
て
、
ネ
ッ
ト

や
蓋
付
き
の
容
器
を
利
用
す

る
な
ど
の
対
策
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
税
務
町
民
課
☎
内
線
２
４
１

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
真
鶴
に
つ

い
て
は
、
10
月
よ
り
公
共
施

設
に
戻
す
こ
と
と
し
ま
し

た
。
運
営
に
つ
い
て
は
、
９

月
議
会
に
て
選
考
結
果
が
承

認
さ
れ
、
一
般
社
団
法
人
真

鶴
未
来
塾
を
10
月
か
ら
指
定

管
理
者
と
し
て
３
年
間
指
定

し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　
財
務
課
☎
内
線
３
５
１

観
光
施
設
草
刈
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

◇
集
団
検
診
日

　
10
月
23
日
㈬

◇
会
場

　
真
鶴
町
民
セ
ン
タ
ー

◇
対
象
者

　
真
鶴
町
民
(
各
検
診
の
対

　
象
年
齢
は
表
の
と
お
り
)

◇
申
込
期
間 

　
９
月
１
日
㈰
〜
10
月
４
日
㈮

◇
申
込
受
付
時
間

　
８
時
30
分
〜
17
時

◇
申
込
方
法

　
健
康
こ
ど
も
課
へ
電
話
ま

　
た
は
直
接
窓
口
で
お
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
。

※

自
覚
症
状
が
あ
る
方
は
、

　
が
ん
検
診
を
待
た
ず
に
医

　
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ

　
さ
い
。

※

昨
年
受
診
し
た
が
ん
検
診

　
で
精
密
検
査
が
必
要
と
言

　
わ
れ
た
方
は
、
主
治
医
と

　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
受
診
票
等
の
配
布

　
受
診
票
等
は
、
健
康
こ
ど

　
も
課
よ
り
郵
送
い
た
し
ま

　
す
。

◇
検
診
料
の
免
除
に
つ
い
て

　
次
の
方
は
、
検
診
料
が
免

　
除
に
な
り
ま
す
の
で
、
必

　
ず
申
し
込
み
の
際
に
申
し

　
出
て
く
だ
さ
い
。

①
昭
和
30
年
４
月
１
日
以
前

　
生
ま
れ
の
方

②
65
歳
以
上
70
歳
未
満
で
障

　
が
い
等
の
理
由
で
「
後
期

　
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

　
証
」
の
交
付
を
受
け
て
い

　
る
方

③
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属

　
す
る
方
や
生
活
保
護
法
に

　
よ
る
被
生
活
保
護
世
帯
に

　
属
す
る
方

◇
注
意
事
項

※

お
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠

　
慮
く
だ
さ
い
。

※

同
じ
種
類
の
が
ん
検
診
は

　
年
１
回
の
受
診
と
な
り
ま

　
す
。
今
年
度
す
で
に
が
ん

　
検
診
を
受
診
さ
れ
た
方
は
、

　
申
し
込
み
を
受
け
付
け
た

　
後
で
も
お
断
り
す
る
場
合

　
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

　
承
く
だ
さ
い
。

＊
混
雑
緩
和
の
た
め
に
胃
・

　
肺
が
ん
検
診
は
男
性
・
女

　
性
で
30
分
毎
に
受
付
時
間

　
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
方
が
受
診
さ

　
れ
ま
す
の
で
、
待
ち
時
間

　
が
生
じ
る
こ
と
が
ご
ざ
い

　
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

　
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
肺
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、

　
９
月
に
行
わ
れ
た
特
定
健

　
康
診
査
、
後
期
高
齢
者
健

　
康
診
査
で
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

　
ン
検
査
を
受
け
て
い
る
方

　
は
、
今
回
の
申
し
込
み
は

　
不
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
こ
ど
も
課

(
旧
健
康
長
寿
課)

　
☎
内
線
２
２
６
・
２
２
７

◇
実
施
期
間
　
　

　
２
０
２
４
年
10
月
１
日
〜

　
２
０
２
５
年
２
月
28
日

◇
接
種
医
療
機
関

【
町
内
】

・
朝
倉
医
院
　

☎
０
４
６
５
・
68
・
０
７
０
０

・
真
鶴
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所

☎
０
４
６
５
・
68
・
２
１
９
１

【
町
外
】

　
小
田
原
医
師
会
所
属
で
イ

　
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　
を
実
施
し
て
い
る
病
院
等

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

予
約
が
必
要
な
場
合
が
あ

　
り
ま
す
の
で
、
接
種
前
に

　
医
療
機
関
へ
電
話
等
で
ご

　
確
認
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
者
　

　
町
内
に
住
民
登
録
さ
れ
て

　
い
る
方
で
、
次
の
ど
ち
ら

　
か
に
該
当
す
る
方

①
65
歳
以
上
の
方
(
接
種
日

　
当
日
で
年
齢
判
断
)

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

　
で
、
心
臓
、
じ
ん
臓
お
よ

　
び
呼
吸
器
な
ど
に
重
い
疾

　
患
の
あ
る
方
(
該
当
す
る

　
と
思
わ
れ
る
方
は
、
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
)

◇
接
種
費
用
　
１
７
０
０
円

※

生
活
保
護
世
帯
・
住
民
税

　
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方

(
課
税
者
の
扶
養
に
な
っ
て

　
い
る
場
合
は
除
く
)
は
、

　
事
前
に
健
康
こ
ど
も
課
に

　
申
請
す
る
と
接
種
費
用
の

　
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

　
き
ま
す
。
必
ず
事
前
に
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
こ
ど
も
課

(
旧
健
康
長
寿
課)

　
☎
内
線
２
２
７

が
ん
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

真
鶴
を
開
催
し
ま
す

送迎車Aコース（海岸回り） 

農協選果場 ９：００ 

岩ふれあい館 ９：０２ 

岩海岸 ９：０４ 

謡坂 ９：０７ 

小田原百貨店前 ９：０８ 

消防分署前 ９：０９ 

入船前 ９：１１ 

西浜バス停 ９：１２ 

宮の前バス停 ９：１４ 

ケープ真鶴駐車場 ９：２０ 

 
送迎車Bコース（山回り） 

役場前 ９：０４ 

真鶴駅 ９：０７ 

(旧)みよし旅館前 ９：１１ 

ひなづる幼稚園前 ９：１３ 

大浜口バス停 ９：１５ 

ケープ真鶴駐車場 ９：２０ 

 

し
と
ど
の
い
わ
や

し
と
ど
の
い
わ
や

活動の様子

種類 料金 検診日の受付時間 対象者

胃がん 
(胃部バリウム検査)

1,000円
男性   9：00～   9：30～

40歳以上
女性 10：15～ 10：45～

大腸がん 
(便潜血検査)

500円 男女
  9：00～   9：30～

同上
10：15～ 10：45～

肺がん

レントゲン 
500円

男性   9：00～   9：30～
同上

女性 10：15～ 10：45～

喀痰検査 
600円

問診で必要と認められた方のみ
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ご
み
出
し
の

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
真
鶴
の

指
定
管
理
者
に
つ
い
て

◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年10月号 広報真鶴　2024年10月号

連

　載

　
真
鶴
半
島
の
美
化
の
た
め
、

草
刈
り
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。
そ
こ
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

◇
実
施
日
　
10
月
17
日
㈭

◇
場
所
　
鵐
窟

◇
時
間
　

　
９
時
　
鵐
窟
に
集
合

　
９
時
〜
11
時
30
分
　

　
草
刈
り
作
業

◇
注
意
事
項

・
動
き
や
す
く
、
汚
れ
て
も

　
か
ま
わ
な
い
作
業
の
で
き

　
る
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ

　
い
。

・
軍
手
は
ご
用
意
い
た
し
ま

　
す
が
、
ご
自
身
の
も
の
が

　
あ
れ
ば
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◇
雨
天
の
場
合

・
小
雨
の
場
合
は
決
行
し
ま

　
す
が
、
荒
天
の
場
合
は
中

　
止
と
い
た
し
ま
す
。
中
止

　
の
場
合
は
参
加
者
の
皆
様

　
に
直
接
ご
連
絡
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ

　
産
業
観
光
課
☎
内
線
３
３
４

　
真
鶴
半
島
を
美
し
く
保
つ

べ
く
海
岸
の
ご
み
拾
い
を
実

施
し
ま
す
。
申
込
不
要
で
す
。

◇
日
時

　
10
月
19
日
㈯

　
９
時
30
分
集
合

※

雨
天
中
止(

予
備
日
な
し)

。

　
中
止
の
場
合
は
前
日
20
時

　
に
町
内
放
送
し
ま
す
。

◇
集
合
場
所

　
ケ
ー
プ
真
鶴
駐
車
場

◇
清
掃
場
所

　
三
ツ
石
海
岸
お
よ
び
番
場

　
浦
海
岸

※

送
迎
車
も
ご
用
意
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
乗
車
人
数
が
限

　

　
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

　
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

◇
そ
の
他

・
作
業
し
や
す
い
服
装
で
ご

　
参
加
く
だ
さ
い
。

・
作
業
前
に
回
収
袋
、
軍
手

　
等
を
お
渡
し
し
ま
す
。

・
１
日
傷
害
保
険
に
加
入
し

　
ま
す
。
(
費
用
無
料
)

■
問
い
合
わ
せ

　
税
務
町
民
課
☎
内
線
２
４
３

　

時
間
を
守
り
ま
し
ょ
う
！   

●
早
朝
〜
８
時
ま
で
に
収
集

　
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
前
日
の
夜
や
収
集
後
に
出

す
と
、
野
良
猫
や
カ
ラ
ス
に

荒
ら
さ
れ
、
ご
み
が
散
乱
す

る
原
因
に
な
っ
た
り
、
近
所

の
方
に
迷
惑
に
も
な
り
ま
す

の
で
、
必
ず
当
日
の
朝
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。
収
集
車
の

運
行
時
間
は
一
定
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
遅
く
出
す
と

収
集
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

分
別
し
ま
し
ょ
う
！

●
混
ぜ
て
し
ま
う
と
ご
み
で

　
す
が
、
分
別
す
れ
ば
資
源
に

　
な
り
ま
す
。

　
可
燃
ご
み
の
中
に
は
資
源

に
な
る
も
の
、
特
に
紙
類
が

多
く
混
入
し
て
無
駄
に
燃
や

さ
れ
て
い
ま
す
。
正
し
く
分

別
す
れ
ば
、
資
源
と
し
て
有

効
に
利
用
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

決
め
ら
れ
た
収
集
場
所
へ
！ 

●
お
住
い
の
地
域
で
決
め
ら

　
れ
た
収
集
場
所
に
出
し
ま

　
し
ょ
う
。

　
マ
ナ
ー
を
守
り
ご
み
を
出

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
カ

ラ
ス
対
策
と
し
て
、
ネ
ッ
ト

や
蓋
付
き
の
容
器
を
利
用
す

る
な
ど
の
対
策
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
税
務
町
民
課
☎
内
線
２
４
１

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
真
鶴
に
つ

い
て
は
、
10
月
よ
り
公
共
施

設
に
戻
す
こ
と
と
し
ま
し

た
。
運
営
に
つ
い
て
は
、
９

月
議
会
に
て
選
考
結
果
が
承

認
さ
れ
、
一
般
社
団
法
人
真

鶴
未
来
塾
を
10
月
か
ら
指
定

管
理
者
と
し
て
３
年
間
指
定

し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　
財
務
課
☎
内
線
３
５
１

観
光
施
設
草
刈
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

◇
集
団
検
診
日

　
10
月
23
日
㈬

◇
会
場

　
真
鶴
町
民
セ
ン
タ
ー

◇
対
象
者

　
真
鶴
町
民
(
各
検
診
の
対

　
象
年
齢
は
表
の
と
お
り
)

◇
申
込
期
間 

　
９
月
１
日
㈰
〜
10
月
４
日
㈮

◇
申
込
受
付
時
間

　
８
時
30
分
〜
17
時

◇
申
込
方
法

　
健
康
こ
ど
も
課
へ
電
話
ま

　
た
は
直
接
窓
口
で
お
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
。

※

自
覚
症
状
が
あ
る
方
は
、

　
が
ん
検
診
を
待
た
ず
に
医

　
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ

　
さ
い
。

※

昨
年
受
診
し
た
が
ん
検
診

　
で
精
密
検
査
が
必
要
と
言

　
わ
れ
た
方
は
、
主
治
医
と

　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
受
診
票
等
の
配
布

　
受
診
票
等
は
、
健
康
こ
ど

　
も
課
よ
り
郵
送
い
た
し
ま

　
す
。

◇
検
診
料
の
免
除
に
つ
い
て

　
次
の
方
は
、
検
診
料
が
免

　
除
に
な
り
ま
す
の
で
、
必

　
ず
申
し
込
み
の
際
に
申
し

　
出
て
く
だ
さ
い
。

①
昭
和
30
年
４
月
１
日
以
前

　
生
ま
れ
の
方

②
65
歳
以
上
70
歳
未
満
で
障

　
が
い
等
の
理
由
で
「
後
期

　
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

　
証
」
の
交
付
を
受
け
て
い

　
る
方

③
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属

　
す
る
方
や
生
活
保
護
法
に

　
よ
る
被
生
活
保
護
世
帯
に

　
属
す
る
方

◇
注
意
事
項

※

お
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠

　
慮
く
だ
さ
い
。

※

同
じ
種
類
の
が
ん
検
診
は

　
年
１
回
の
受
診
と
な
り
ま

　
す
。
今
年
度
す
で
に
が
ん

　
検
診
を
受
診
さ
れ
た
方
は
、

　
申
し
込
み
を
受
け
付
け
た

　
後
で
も
お
断
り
す
る
場
合

　
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

　
承
く
だ
さ
い
。

＊
混
雑
緩
和
の
た
め
に
胃
・

　
肺
が
ん
検
診
は
男
性
・
女

　
性
で
30
分
毎
に
受
付
時
間

　
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
方
が
受
診
さ

　
れ
ま
す
の
で
、
待
ち
時
間

　
が
生
じ
る
こ
と
が
ご
ざ
い

　
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

　
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
肺
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、

　
９
月
に
行
わ
れ
た
特
定
健

　
康
診
査
、
後
期
高
齢
者
健

　
康
診
査
で
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

　
ン
検
査
を
受
け
て
い
る
方

　
は
、
今
回
の
申
し
込
み
は

　
不
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
こ
ど
も
課

(
旧
健
康
長
寿
課)

　
☎
内
線
２
２
６
・
２
２
７

◇
実
施
期
間
　
　

　
２
０
２
４
年
10
月
１
日
〜

　
２
０
２
５
年
２
月
28
日

◇
接
種
医
療
機
関

【
町
内
】

・
朝
倉
医
院
　

☎
０
４
６
５
・
68
・
０
７
０
０

・
真
鶴
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所

☎
０
４
６
５
・
68
・
２
１
９
１

【
町
外
】

　
小
田
原
医
師
会
所
属
で
イ

　
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　
を
実
施
し
て
い
る
病
院
等

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

予
約
が
必
要
な
場
合
が
あ

　
り
ま
す
の
で
、
接
種
前
に

　
医
療
機
関
へ
電
話
等
で
ご

　
確
認
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
者
　

　
町
内
に
住
民
登
録
さ
れ
て

　
い
る
方
で
、
次
の
ど
ち
ら

　
か
に
該
当
す
る
方

①
65
歳
以
上
の
方
(
接
種
日

　
当
日
で
年
齢
判
断
)

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

　
で
、
心
臓
、
じ
ん
臓
お
よ

　
び
呼
吸
器
な
ど
に
重
い
疾

　
患
の
あ
る
方
(
該
当
す
る

　
と
思
わ
れ
る
方
は
、
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
)

◇
接
種
費
用
　
１
７
０
０
円

※

生
活
保
護
世
帯
・
住
民
税

　
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方

(
課
税
者
の
扶
養
に
な
っ
て

　
い
る
場
合
は
除
く
)
は
、

　
事
前
に
健
康
こ
ど
も
課
に

　
申
請
す
る
と
接
種
費
用
の

　
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

　
き
ま
す
。
必
ず
事
前
に
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
こ
ど
も
課

(
旧
健
康
長
寿
課)

　
☎
内
線
２
２
７

が
ん
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

真
鶴
を
開
催
し
ま
す

送迎車Aコース（海岸回り） 

農協選果場 ９：００ 

岩ふれあい館 ９：０２ 

岩海岸 ９：０４ 

謡坂 ９：０７ 

小田原百貨店前 ９：０８ 

消防分署前 ９：０９ 

入船前 ９：１１ 

西浜バス停 ９：１２ 

宮の前バス停 ９：１４ 

ケープ真鶴駐車場 ９：２０ 

 
送迎車Bコース（山回り） 

役場前 ９：０４ 

真鶴駅 ９：０７ 

(旧)みよし旅館前 ９：１１ 

ひなづる幼稚園前 ９：１３ 

大浜口バス停 ９：１５ 

ケープ真鶴駐車場 ９：２０ 

 

し
と
ど
の
い
わ
や

し
と
ど
の
い
わ
や

活動の様子

種類 料金 検診日の受付時間 対象者

胃がん 
(胃部バリウム検査)

1,000円
男性   9：00～   9：30～

40歳以上
女性 10：15～ 10：45～

大腸がん 
(便潜血検査)

500円 男女
  9：00～   9：30～

同上
10：15～ 10：45～

肺がん

レントゲン 
500円

男性   9：00～   9：30～
同上

女性 10：15～ 10：45～

喀痰検査 
600円

問診で必要と認められた方のみ
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糖
尿
病
の
講
演
会

真
鶴
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
　
会
員
募
集

◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年10月号 広報真鶴　2024年10月号

連

　載

◇
実
施
期
間
　
　

　
２
０
２
４
年
10
月
１
日
〜

　
２
０
２
５
年
２
月
28
日

◇
接
種
医
療
機
関

【
町
内
】

・
真
鶴
町
国
民
健
康
保
険
診

　
療
所

☎
０
４
６
５
・
68
・
２
１
９
１

【
町
外
】

・
小
田
原
医
師
会
所
属
で
新

　
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

　
チ
ン
接
種
を
実
施
し
て
い

　
る
病
院
等

(
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
)

※

予
約
が
必
要
な
場
合
が
あ

　
り
ま
す
の
で
、
接
種
前
に

　
医
療
機
関
へ
電
話
等
で
ご

　
確
認
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
者

　
町
内
に
住
民
登
録
さ
れ
て

　
い
る
方
で
、
次
の
ど
ち
ら

　
か
に
該
当
す
る
方

①
65
歳
以
上
の
方

(
接
種
日
当
日
で
年
齢
判
断
)

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

　
で
、
心
臓
、
じ
ん
臓
お
よ

　
び
呼
吸
器
な
ど
に
重
い
疾

　
患
の
あ
る
方
(
該
当
す
る

　
と
思
わ
れ
る
方
は
、
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
)

◇
接
種
費
用

　
２
８
０
０
円
(
予
定
)

※

生
活
保
護
世
帯
・
住
民
税

　
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方

(
課
税
者
の
扶
養
に
な
っ
て

　
い
る
場
合
は
除
く
)
は
、

　
事
前
に
健
康
こ
ど
も
課
に

　
申
請
す
る
と
接
種
費
用
の

　
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

　
き
ま
す
。
必
ず
事
前
に
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
こ
ど
も
課

(
旧
健
康
長
寿
課)

　
☎
内
線
２
２
７

　

　
神
奈
川
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
で
は
、
前
年
度

75
歳
に
な
ら
れ
た
方
を
対
象

に
無
料
で
歯
科
健
康
診
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
(
期
間
中

一
度
限
り
)
。

◇
対
象

１
９
４
８
年
４
月
２
日
か

ら
１
９
４
９
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
被
保
険

者
の
方
。

◇
期
間

　
２
０
２
４
年
８
月
１
日
〜

　
２
０
２
５
年
１
月
31
日

◇
費
用
　
無
料

　
対
象
の
方
は
７
月
上
旬
に

　
送
付
し
た
案
内
状
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
神
奈
川
県
後
期
高
齢
者
医

　
療
広
域
連
合

☎
０
４
５
・
４
４
０
・
６
７
０
０

　
糖
尿
病
の
方
、
予
備
軍
の

方
、
糖
尿
病
に
つ
い
て
学
ん

で
み
た
い
方
、
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◇
日
に
ち

　
11
月
10
日
㈰

◇
会
場

　
お
だ
わ
ら
市
民
交
流
セ
ン

　
タ
ー
Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｏ

【
午
前
の
部
】
会
議
室
７
　

【
午
後
の
部
】

　
会
議
室
１
・
２
・
３

◇
内
容
　

【
午
前
の
部
】
10
時
〜
12
時

(
受
付
９
時
30
分
〜
)

◆
栄
養
講
座
　

　
ヘ
ル
シ
ー
弁
当
を
ご
用
意

　
し
ま
す
。

【
午
後
の
部
】
13
時
〜
15
時

(
受
付
12
時
30
分
〜
)

◆
教
育
講
演
会

「
あ
な
た
は
大
丈
夫
？
『
光

　
る
君
』
を
悩
ま
せ
た
糖
尿

　
病
の
症
状
に
つ
い
て
」

　
講
師
:
田
中
　
翔
　
先
生

(
雨
宮
内
科
医
院 

副
院
長
)

◇
申
込
期
間
　

　
10
月
10
日
㈭
〜

　
申
し
込
み
開
始

◇
定
員

【
午
前
の
部
】
先
着
35
名

【
午
後
の
部
】
先
着
100
名

◇
参
加
費
　
無
料

◇
申
込
方
法

　
①
ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か

　
の
方
法
で
申
し
込
み

①
電
話
　

　
小
田
原
市
健
康
づ
く
り
課

☎
０
４
６
５
・
47
・
４
７
２
３

②
電
子
申
請

【
午
前
の
部
】
　
　
　
　
　

　
　

【
午
後
の
部
】

◇
主
催
　

　
糖
尿
病
週
間
行
事
実
行

　
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
こ
ど
も
課
(
旧
健
康

　
長
寿
課)

☎
内
線
２
２
７

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
お
知
ら
せ

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
登

録
を
す
る
こ
と
で
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
医

療
機
関
を
受
診
で
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
に
は
様
々
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
医

療
機
関
を
受
診
す
る
際
は
ぜ

ひ
マ
イ
ナ
保
険
証
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

◇
マ
イ
ナ
保
険
証
を
使
う

   

メ
リ
ッ
ト

  

①
医
療
費
を
20
円
節
約
で
き     

    

ま
す
。 

　
紙
の
保
険
証
よ
り
も
医
療

　
費
を
20
円
節
約
で
き
ま
す
。

　

    

②
よ
り
良
い
医
療
を
受
け
る

　
　
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

　
過
去
の
お
薬
情
報
や
健
康

　
診
断
等
の
デ
ー
タ
が
医
療

　
機
関
と
連
携
さ
れ
る
た
め
、

　
お
く
す
り
手
帳
の
提
示
が

　
不
要
に
な
っ
た
り
、
口
頭

　
で
説
明
が
不
要
に
な
り
ま

  

す
。

 

③
手
続
き
な
し
で
高
額
医
療

　
　
の
限
度
額
を
超
え
る
支
払

　
　
い
が
免
除
で
き
ま
す
。

　
限
度
額
適
用
認
定
証
が
な

　
く
て
も
、
高
額
医
療
費
制

　
度
に
お
け
る
限
度
額
を
超

　
え
る
支
払
い
が
免
除
さ
れ

　
ま
す
。

 

④
健
康
管
理
に
役
立
ち
ま
す
。

　
処
方
さ
れ
た
薬
や
特
定
健

　
診
等
の
情
報
を
、
マ
イ
ナ

　
ポ
ー
タ
ル
で
い
つ
で
も
見

　
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

⑤
確
定
申
告
が
簡
単
・
便
利

    

に
な
り
ま
す
。

　
医
療
費
控
除
の
確
定
申
告

　
を
行
う
と
き
、
マ
イ
ナ

　
ポ
ー
タ
ル
で
連
携
し
た
医

　
療
費
通
知
情
報
を
使
う
こ

　
と
で
自
動
入
力
で
き
ま
す
。

　
医
療
費
通
知
や
領
収
書
を

　
集
計
す
る
手
間
が
か
か
ら

　
な
い
た
め
、
確
定
申
告
が

　
簡
単
に
な
り
ま
す
。

＊
マ
イ
ナ
保
険
証
が
利
用
で

　
き
る
医
療
機
関
等
は
、
厚

　
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
←

■
問
い
合
わ
せ

・
保
険
福
祉
課

(
旧
健
康
長
寿
課)

　
☎
内
線
２
２
４
・
２
２
５

(
利
用
に
関
す
る
こ
と
)

・
税
務
町
民
課

　
☎
内
線
２
４
４
・
２
４
２

(
登
録
に
関
す
る
こ
と
)

　
10
月
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
「
普
及
啓
発
促

進
月
間
」
で
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
は
、
家
庭
・
民
間
企
業
・

公
共
機
関
な
ど
か
ら
高
齢
者

に
適
し
た
軽
易
な
仕
事
を
引

き
受
け
、
こ
れ
を
会
員
に
提

供
し
て
い
ま
す
。

　
生
き
が
い
の
充
実
の
た
め

に
も
、
あ
な
た
の
豊
か
な
知

識
と
経
験
を
活
か
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
女
性
会
員
の
募
集

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

◇
募
集
要
件

・
真
鶴
町
に
お
住
ま
い
の
方

・
原
則
と
し
て
60
歳
以
上
の
方

・
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

◇
申
込
方
法

　
真
鶴
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

　
ン
タ
ー
ま
で
お
電
話
を
く

　
だ
さ
い
。
詳
し
い
説
明
を

　
し
、
入
会
申
込
書
を
郵
送

　
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
出
前
説
明
も
行
い

　
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

　
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
現
在
、
草
刈
り
・
草
取
り
・
植

　 

木
の
剪
定
の
で
き
る
方
を
急

　 

募
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
一
般
社
団
法
人
真
鶴
町

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
６
５
・
68
・
５
３
５
４

マ
イ
ナ
保
険
証
を

使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

後
期
高
齢
者
歯
科
健
康

診
査
の
お
知
ら
せ

真鶴町お知らせメールへのご登録を！

□問い合わせ　総務防災課　☎内線３２３

▼ご登録は、下のＱＲよりお進みください▼
ＰＣ・スマートフォンの場合 フィーチャーフォン（ガラケー）の場合
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糖
尿
病
の
講
演
会

真
鶴
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
　
会
員
募
集
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連

　載

◇
実
施
期
間
　
　

　
２
０
２
４
年
10
月
１
日
〜

　
２
０
２
５
年
２
月
28
日

◇
接
種
医
療
機
関

【
町
内
】

・
真
鶴
町
国
民
健
康
保
険
診

　
療
所

☎
０
４
６
５
・
68
・
２
１
９
１

【
町
外
】

・
小
田
原
医
師
会
所
属
で
新

　
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

　
チ
ン
接
種
を
実
施
し
て
い

　
る
病
院
等

(
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
)

※

予
約
が
必
要
な
場
合
が
あ

　
り
ま
す
の
で
、
接
種
前
に

　
医
療
機
関
へ
電
話
等
で
ご

　
確
認
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
者

　
町
内
に
住
民
登
録
さ
れ
て

　
い
る
方
で
、
次
の
ど
ち
ら

　
か
に
該
当
す
る
方

①
65
歳
以
上
の
方

(
接
種
日
当
日
で
年
齢
判
断
)

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

　
で
、
心
臓
、
じ
ん
臓
お
よ

　
び
呼
吸
器
な
ど
に
重
い
疾

　
患
の
あ
る
方
(
該
当
す
る

　
と
思
わ
れ
る
方
は
、
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
)

◇
接
種
費
用

　
２
８
０
０
円
(
予
定
)

※

生
活
保
護
世
帯
・
住
民
税

　
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方

(
課
税
者
の
扶
養
に
な
っ
て

　
い
る
場
合
は
除
く
)
は
、

　
事
前
に
健
康
こ
ど
も
課
に

　
申
請
す
る
と
接
種
費
用
の

　
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

　
き
ま
す
。
必
ず
事
前
に
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
こ
ど
も
課

(
旧
健
康
長
寿
課)

　
☎
内
線
２
２
７

　

　
神
奈
川
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
で
は
、
前
年
度

75
歳
に
な
ら
れ
た
方
を
対
象

に
無
料
で
歯
科
健
康
診
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
(
期
間
中

一
度
限
り
)
。

◇
対
象

１
９
４
８
年
４
月
２
日
か

ら
１
９
４
９
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
被
保
険

者
の
方
。

◇
期
間

　
２
０
２
４
年
８
月
１
日
〜

　
２
０
２
５
年
１
月
31
日

◇
費
用
　
無
料

　
対
象
の
方
は
７
月
上
旬
に

　
送
付
し
た
案
内
状
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
神
奈
川
県
後
期
高
齢
者
医

　
療
広
域
連
合

☎
０
４
５
・
４
４
０
・
６
７
０
０

　
糖
尿
病
の
方
、
予
備
軍
の

方
、
糖
尿
病
に
つ
い
て
学
ん

で
み
た
い
方
、
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◇
日
に
ち

　
11
月
10
日
㈰

◇
会
場

　
お
だ
わ
ら
市
民
交
流
セ
ン

　
タ
ー
Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｏ

【
午
前
の
部
】
会
議
室
７
　

【
午
後
の
部
】

　
会
議
室
１
・
２
・
３

◇
内
容
　

【
午
前
の
部
】
10
時
〜
12
時

(
受
付
９
時
30
分
〜
)

◆
栄
養
講
座
　

　
ヘ
ル
シ
ー
弁
当
を
ご
用
意

　
し
ま
す
。

【
午
後
の
部
】
13
時
〜
15
時

(
受
付
12
時
30
分
〜
)

◆
教
育
講
演
会

「
あ
な
た
は
大
丈
夫
？
『
光

　
る
君
』
を
悩
ま
せ
た
糖
尿

　
病
の
症
状
に
つ
い
て
」

　
講
師
:
田
中
　
翔
　
先
生

(
雨
宮
内
科
医
院 

副
院
長
)

◇
申
込
期
間
　

　
10
月
10
日
㈭
〜

　
申
し
込
み
開
始

◇
定
員

【
午
前
の
部
】
先
着
35
名

【
午
後
の
部
】
先
着
100
名

◇
参
加
費
　
無
料

◇
申
込
方
法

　
①
ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か

　
の
方
法
で
申
し
込
み

①
電
話
　

　
小
田
原
市
健
康
づ
く
り
課

☎
０
４
６
５
・
47
・
４
７
２
３

②
電
子
申
請

【
午
前
の
部
】
　
　
　
　
　

　
　

【
午
後
の
部
】

◇
主
催
　

　
糖
尿
病
週
間
行
事
実
行

　
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
こ
ど
も
課
(
旧
健
康

　
長
寿
課)

☎
内
線
２
２
７

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
お
知
ら
せ

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
登

録
を
す
る
こ
と
で
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
医

療
機
関
を
受
診
で
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
に
は
様
々
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
医

療
機
関
を
受
診
す
る
際
は
ぜ

ひ
マ
イ
ナ
保
険
証
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

◇
マ
イ
ナ
保
険
証
を
使
う

   

メ
リ
ッ
ト

  

①
医
療
費
を
20
円
節
約
で
き     

    

ま
す
。 

　
紙
の
保
険
証
よ
り
も
医
療

　
費
を
20
円
節
約
で
き
ま
す
。

　

    

②
よ
り
良
い
医
療
を
受
け
る

　
　
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

　
過
去
の
お
薬
情
報
や
健
康

　
診
断
等
の
デ
ー
タ
が
医
療

　
機
関
と
連
携
さ
れ
る
た
め
、

　
お
く
す
り
手
帳
の
提
示
が

　
不
要
に
な
っ
た
り
、
口
頭

　
で
説
明
が
不
要
に
な
り
ま

  

す
。

 

③
手
続
き
な
し
で
高
額
医
療

　
　
の
限
度
額
を
超
え
る
支
払

　
　
い
が
免
除
で
き
ま
す
。

　
限
度
額
適
用
認
定
証
が
な

　
く
て
も
、
高
額
医
療
費
制

　
度
に
お
け
る
限
度
額
を
超

　
え
る
支
払
い
が
免
除
さ
れ

　
ま
す
。

 
④
健
康
管
理
に
役
立
ち
ま
す
。

　
処
方
さ
れ
た
薬
や
特
定
健

　
診
等
の
情
報
を
、
マ
イ
ナ

　
ポ
ー
タ
ル
で
い
つ
で
も
見

　
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

⑤
確
定
申
告
が
簡
単
・
便
利

    

に
な
り
ま
す
。

　
医
療
費
控
除
の
確
定
申
告

　
を
行
う
と
き
、
マ
イ
ナ

　
ポ
ー
タ
ル
で
連
携
し
た
医

　
療
費
通
知
情
報
を
使
う
こ

　
と
で
自
動
入
力
で
き
ま
す
。

　
医
療
費
通
知
や
領
収
書
を

　
集
計
す
る
手
間
が
か
か
ら

　
な
い
た
め
、
確
定
申
告
が

　
簡
単
に
な
り
ま
す
。

＊
マ
イ
ナ
保
険
証
が
利
用
で

　
き
る
医
療
機
関
等
は
、
厚

　
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
←

■
問
い
合
わ
せ

・
保
険
福
祉
課

(
旧
健
康
長
寿
課)

　
☎
内
線
２
２
４
・
２
２
５

(
利
用
に
関
す
る
こ
と
)

・
税
務
町
民
課

　
☎
内
線
２
４
４
・
２
４
２

(
登
録
に
関
す
る
こ
と
)

　
10
月
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
「
普
及
啓
発
促

進
月
間
」
で
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
は
、
家
庭
・
民
間
企
業
・

公
共
機
関
な
ど
か
ら
高
齢
者

に
適
し
た
軽
易
な
仕
事
を
引

き
受
け
、
こ
れ
を
会
員
に
提

供
し
て
い
ま
す
。

　
生
き
が
い
の
充
実
の
た
め

に
も
、
あ
な
た
の
豊
か
な
知

識
と
経
験
を
活
か
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
女
性
会
員
の
募
集

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

◇
募
集
要
件

・
真
鶴
町
に
お
住
ま
い
の
方

・
原
則
と
し
て
60
歳
以
上
の
方

・
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

◇
申
込
方
法

　
真
鶴
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

　
ン
タ
ー
ま
で
お
電
話
を
く

　
だ
さ
い
。
詳
し
い
説
明
を

　
し
、
入
会
申
込
書
を
郵
送

　
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
出
前
説
明
も
行
い

　
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

　
連
絡
く
だ
さ
い
。

※

現
在
、
草
刈
り
・
草
取
り
・
植

　 

木
の
剪
定
の
で
き
る
方
を
急

　 

募
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
一
般
社
団
法
人
真
鶴
町

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
６
５
・
68
・
５
３
５
４

マ
イ
ナ
保
険
証
を

使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

後
期
高
齢
者
歯
科
健
康

診
査
の
お
知
ら
せ

真鶴町お知らせメールへのご登録を！

□問い合わせ　総務防災課　☎内線３２３

▼ご登録は、下のＱＲよりお進みください▼
ＰＣ・スマートフォンの場合 フィーチャーフォン（ガラケー）の場合
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里
親
制
度
を

ご
存
知
で
す
か

◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年10月号 広報真鶴　2024年10月号

◇
入
園
資
格
　
　

　
真
鶴
町
在
住
で
、

　
２
０
１
９
年(

平
成
31
年)

　
４
月
２
日
〜
２
０
２
２
年

　(

令
和
４
年)
４
月
１
日
生

　
ま
れ
の
お
子
さ
ん

◇
募
集
園
児
数

　
３
・
４
・
５
歳
児
合
わ
せ

　
て
20
人
程
度
。

◇
入
園
願
書
用
紙
の
配
付

　
11
月
１
日
㈮
か
ら
、
ひ
な

　
づ
る
幼
稚
園
お
よ
び
教
育

　
委
員
会(

町
民
セ
ン
タ
ー

　
２
階)

に
て
配
付
。

◇
入
園
願
書
の
提
出
期
間

　
11
月
５
日
㈫
・
６
日
㈬
　

　
９
時
〜
17
時

◇
提
出
先
　

　
ひ
な
づ
る
幼
稚
園

◇
面
接
日
　
11
月
13
日
㈬

◇
保
育
時
間

　
原
則
と
し
て
５
時
間

(
預
か
り
保
育
あ
り
)

◇
そ
の
他

　
原
則
と
し
て
幼
稚
園
バ
ス

　
の
バ
ス
停
ま
で
送
迎
で
き

　
る
保
護
者
が
い
る
こ
と
。

※

入
園
許
可
決
定
通
知
は
、

　
12
月
下
旬
に
発
送
予
定
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
３

　
ひ
な
づ
る
幼
稚
園
　

☎
０
４
６
５
・
68
・
２
０
８
５

　
ひ
な
づ
る
幼
稚
園
で
は
、

満
３
歳
に
な
っ
た
お
子
さ
ん

に
対
し
、
次
の
４
月
を
待
た

ず
に
年
少
(
３
歳
児
ク
ラ

ス
)
と
し
て
入
園
で
き
る
制

度
を
10
月
１
日
㈫
よ
り
開
始

し
ま
す
。
入
園
を
希
望
さ
れ

る
場
合
、
満
３
歳
の
誕
生
日

の
ひ
と
月
前
か
ら
入
園
願
書

を
幼
稚
園
に
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
後
、
園

長
等
に
よ
る
面
接
を
受
け
、

教
育
委
員
会
の
入
園
許
可
を

得
る
手
続
き
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

<
例
>
満
３
歳
の
誕
生
日
が

　
12
月
８
日
の
場
合

◇
入
園
願
書
の
配
布
場
所

　
ひ
な
づ
る
幼
稚
園

◇
入
園
願
書
の
提
出

　
11
月
８
日
以
降
の
平
日

(
９
時
〜
17
時
)
に
幼
稚
園

　
に
提
出
す
る
。

◇
入
園
面
接

　
入
園
願
書
の
受
付
後
に
、

　
本
人
・
保
護
者
と
園
長
等

　
で
面
接
を
行
う
。

◇
入
園
許
可
決
定
通
知

　
入
園
願
書
・
面
接
を
も
と

　
に
、
教
育
委
員
会
か
ら
保

　
護
者
に
送
付
す
る
。

◇
入
園
日
の
確
認

　
12
月
８
日
以
降
の
入
園
に

　
適
し
た
日
を
確
認
す
る
。

※

詳
細
は
ひ
な
づ
る
幼
稚
園

　
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
３

　
ひ
な
づ
る
幼
稚
園
　

☎
０
４
６
５
・
68
・
２
０
８
５

◇
入
所
基
準
　

　
真
鶴
町
に
住
所
が
あ
り
、

　
保
護
者
が
次
の
い
ず
れ
か

　
の
理
由
に
よ
り
お
子
さ
ん

　
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き

　
な
い
場
合
に
限
り
ま
す
。

　
な
お
、
同
居
の
祖
父
母
等

　
が
保
育
で
き
る
場
合
は
入

　
園
で
き
ま
せ
ん
。

・
就
労
の
た
め

・
妊
娠
、
出
産
の
た
め

・
保
護
者
の
疾
病
、
障
が
い

　
の
た
め

・
親
族
等
の
介
護
の
た
め

・
災
害
の
復
旧
の
た
め

・
求
職
活
動
の
た
め

・
就
学
の
た
め

・
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
(
ド
メ
ス
　

　
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
)

　
の
お
そ
れ
が
あ
る
た
め

・
そ
の
他
、
保
育
が
必
要
と

　
認
め
ら
れ
る
場
合

◇
募
集
予
定
園
児
数

　
貴
船
愛
児
園
　
10
名
程
度

　
石
田
保
育
園
　
15
名
程
度

※

年
齢
に
よ
っ
て
は
入
園
で

　
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
入
所
申
込
書

　
11
月
１
日
㈮
よ
り
各
保
育

　
園
お
よ
び
役
場
健
康
こ
ど

　
も
課
に
て
配
布
。
町
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

　
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◇
入
所
申
込
書
の
提
出
期
限

　
11
月
１
日
㈮
〜
11
月
15
日
㈮ 

(
土
・
日
・
祝
日
除
く
)

　
入
所
を
希
望
す
る
保
育
園

　
ま
た
は
役
場
健
康
こ
ど
も

　
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
面
接
日

　
貴
船
愛
児
園
　
12
月
16
日
㈪

　
石
田
保
育
園
　
12
月
17
日
㈫

◇
面
接
会
場
　

　
第
１
希
望
の
保
育
園

※

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
お
越

　
し
く
だ
さ
い
。

※

時
間
は
13
時
30
分
か
ら
。

◇
そ
の
他

　
町
外
の
保
育
園
を
希
望
す

　
る
方
は
、
問
い
合
わ
せ
先

　
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
在
園
児
に
つ
い
て
は
町
か

　
ら
通
知
し
ま
す
の
で
、
継

　
続
希
望
の
方
は
後
日
、
申

　
込
書
等
を
提
出
し
て
く
だ

　
さ
い
。

※

提
出
が
な
い
場
合
、
継
続

　
入
所
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
こ
ど
も
課

(
旧
福
祉
課
)

　
☎
内
線
２
３
３

ひ
な
づ
る
幼
稚
園

園
児
募
集
に
つ
い
て

　真
鶴
町
外
に
あ
る
保
育
園

へ
入
園
を
希
望
し
て
い
る
方

は
、
市
町
村
に
よ
り
受
付
制

度
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
希

望
す
る
園
の
あ
る
市
町
村
へ

お
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
保
育
園
の
見
学
等

は
、
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
こ
ど
も
課

(
旧
福
祉
課
)
☎
内
線
２
３
３

　
　真
鶴
町
に
住
民
登
録
の
あ

る
小
・
中
学
生
が
、
２
０
２

４
年
10
月
１
日
か
ら
２
０
２

５
年
１
月
31
日
ま
で
の
間
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

を
受
け
た
場
合
、
接
種
費
用

を
助
成
し
ま
す
。

※

予
防
接
種
の
開
始
時
期
等

　
は
医
療
機
関
に
直
接
ご
確

　
認
く
だ
さ
い
。

◇
助
成
回
数
(
原
則
)

　
小
学
生
２
回
、
中
学
生
１
回

◇
申
請
方
法

①
医
療
機
関
で
接
種
を
受
け
、

　
料
金
を
支
払
い
、
領
収
書

　
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
領
収
書(

原
本)

を
ご
持
参

　
の
う
え
、
接
種
を
受
け
て

　
か
ら
１
か
月
以
内
に
健
康

　
こ
ど
も
課
で
申
請
し
て
く

　
だ
さ
い
。

※

小
学
生
は
２
回
目
の
接
種

　
を
受
け
て
か
ら
申
請
し
て

　
く
だ
さ
い
。

※

ご
き
ょ
う
だ
い
が
い
る
場

　
合
は
、
対
象
の
お
子
さ
ん

　
す
べ
て
が
接
種
を
受
け
て

　
か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

③
接
種
に
か
か
る
費
用
全
額

　
を
、
指
定
さ
れ
た
口
座
に

　
振
り
込
み
ま
す
。

◇
申
請
期
間

　
２
０
２
４
年
10
月
１
日
〜

　
２
０
２
５
年
２
月
28
日

◇
受
付
時
間

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

(
正
午
〜
13
時
、
土
・
日
・

　
祝
日
を
除
く
)

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
こ
ど
も
課

(
旧
福
祉
課
)

　
☎
内
線
２
３
２
、
２
３
３

◇
里
親
制
度
と
は

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り

　
家
庭
で
生
活
で
き
な
く

　
な
っ
た
子
ど
も
の
た
め
に

　
里
親
の
家
庭
を
提
供
し
、

　
あ
た
た
か
い
愛
情
と
理
解

　
を
も
っ
て
育
て
て
頂
き
、

　
子
ど
も
が
「
心
身
と
も
に

　
健
や
か
に
育
つ
権
利
」
を

　
守
る
制
度
で
す
。
里
親
に

　
は
、
縁
組
を
し
て
自
分
の

　
子
ど
も
と
し
て
育
て
る
だ

　
け
で
は
な
く
、
次
の
よ
う

　
な
活
動
も
あ
り
ま
す
。

●
長
期
委
託
　

　
子
ど
も
と
の
養
子
縁
組
を

　
せ
ず
に
長
期
間
の
養
育
を

　
目
的
と
し
た
委
託

●
緊
急
一
時
保
護
委
託
　

　
家
庭
で
の
養
育
が
一
時
的

　
に
困
難
と
な
っ
た
子
ど
も

　
の
養
育
を
目
的
と
し
た
委
託

●
３
日
里
親
　

　
施
設
で
暮
ら
し
て
い
る
子

　
ど
も
の
家
庭
体
験
を
目
的

　
と
し
た
活
動

【里
親
講
座
の
お
知
ら
せ
】

◇
日
時

　
10
月
25
日
㈮
10
時
〜
正
午

◇
場
所

　
南
足
柄
市
女
性
セ
ン
タ
ー

　
研
修
室
１
・
２

◇
内
容

①
里
親
制
度
説
明
　

②
施
設
で
生
活
す
る
子
ど
も

　
た
ち
に
つ
い
て
　

③
里
親
体
験
談

◇
申
し
込
み

　
小
田
原
児
童
相
談
所
　

　
里
親
担
当
ま
で
　

☎
０
４
６
５
・
32
・
８
０
０
０

(
内
線
３
１
４
５
)

◇
申
込
期
限

　
10
月
21
日
㈪
ま
で

■
問
い
合
わ
せ

「
里
親
制
度
」
に
関
す
る
お

　
問
い
合
わ
せ

・
社
会
福
祉
法
人 

強
羅
暁
の

　
星
園

☎
０
４
６
０
・
82
・
２
８
５
３

・
小
田
原
児
童
相
談
所 

里
親

　
担
当
ま
で
　

☎
０
４
６
５
・
32
・
８
０
０
０

　
公
益
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス

成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
小
田
原
西
地
区
に
よ
る

無
料
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　
専
門
の
相
談
員
が
無
料
で

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

◇
日
時   

　
10
月
26
日
㈯

　
13
時
〜
15
時

◇
会
場   

　
真
鶴
町
民
セ
ン
タ
ー 

　
２
階
　
第
３
会
議
室

◇
相
談
内
容   

　
成
年
後
見
、
相
続
、

　
遺
言
　
な
ど

◇
費
用  

　
無
料

◇
申
し
込
み   

　
不
要

※

開
催
状
況
に
つ
い
て
は
、

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
保
険
福
祉
課

(
旧
福
祉
課
)

　
☎
内
線
２
３
５

町
外
保
育
園
の

来
年
度
入
園
に
つ
い
て

ひ
な
づ
る
幼
稚
園

「
満
３
歳
児
入
園
」制
度

保
育
園
(２
０
２
５
年
度
)

園
児
募
集
に
つ
い
て

児
童
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
助
成
に
つ
い
て

行
政
書
士
の
無
料
相
談
会
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◇
入
園
資
格
　
　

　
真
鶴
町
在
住
で
、

　
２
０
１
９
年(

平
成
31
年)

　
４
月
２
日
〜
２
０
２
２
年

　(

令
和
４
年)

４
月
１
日
生

　
ま
れ
の
お
子
さ
ん

◇
募
集
園
児
数

　
３
・
４
・
５
歳
児
合
わ
せ

　
て
20
人
程
度
。

◇
入
園
願
書
用
紙
の
配
付

　
11
月
１
日
㈮
か
ら
、
ひ
な

　
づ
る
幼
稚
園
お
よ
び
教
育

　
委
員
会(

町
民
セ
ン
タ
ー

　
２
階)

に
て
配
付
。

◇
入
園
願
書
の
提
出
期
間

　
11
月
５
日
㈫
・
６
日
㈬
　

　
９
時
〜
17
時

◇
提
出
先
　

　
ひ
な
づ
る
幼
稚
園

◇
面
接
日
　
11
月
13
日
㈬

◇
保
育
時
間

　
原
則
と
し
て
５
時
間

(
預
か
り
保
育
あ
り
)

◇
そ
の
他

　
原
則
と
し
て
幼
稚
園
バ
ス

　
の
バ
ス
停
ま
で
送
迎
で
き

　
る
保
護
者
が
い
る
こ
と
。

※

入
園
許
可
決
定
通
知
は
、

　
12
月
下
旬
に
発
送
予
定
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
３

　
ひ
な
づ
る
幼
稚
園
　

☎
０
４
６
５
・
68
・
２
０
８
５

　
ひ
な
づ
る
幼
稚
園
で
は
、

満
３
歳
に
な
っ
た
お
子
さ
ん

に
対
し
、
次
の
４
月
を
待
た

ず
に
年
少
(
３
歳
児
ク
ラ

ス
)
と
し
て
入
園
で
き
る
制

度
を
10
月
１
日
㈫
よ
り
開
始

し
ま
す
。
入
園
を
希
望
さ
れ

る
場
合
、
満
３
歳
の
誕
生
日

の
ひ
と
月
前
か
ら
入
園
願
書

を
幼
稚
園
に
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
後
、
園

長
等
に
よ
る
面
接
を
受
け
、

教
育
委
員
会
の
入
園
許
可
を

得
る
手
続
き
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

<
例
>
満
３
歳
の
誕
生
日
が

　
12
月
８
日
の
場
合

◇
入
園
願
書
の
配
布
場
所

　
ひ
な
づ
る
幼
稚
園

◇
入
園
願
書
の
提
出

　
11
月
８
日
以
降
の
平
日

(
９
時
〜
17
時
)
に
幼
稚
園

　
に
提
出
す
る
。

◇
入
園
面
接

　
入
園
願
書
の
受
付
後
に
、

　
本
人
・
保
護
者
と
園
長
等

　
で
面
接
を
行
う
。

◇
入
園
許
可
決
定
通
知

　
入
園
願
書
・
面
接
を
も
と

　
に
、
教
育
委
員
会
か
ら
保

　
護
者
に
送
付
す
る
。

◇
入
園
日
の
確
認

　
12
月
８
日
以
降
の
入
園
に

　
適
し
た
日
を
確
認
す
る
。

※

詳
細
は
ひ
な
づ
る
幼
稚
園

　
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
３

　
ひ
な
づ
る
幼
稚
園
　

☎
０
４
６
５
・
68
・
２
０
８
５

◇
入
所
基
準
　

　
真
鶴
町
に
住
所
が
あ
り
、

　
保
護
者
が
次
の
い
ず
れ
か

　
の
理
由
に
よ
り
お
子
さ
ん

　
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き

　
な
い
場
合
に
限
り
ま
す
。

　
な
お
、
同
居
の
祖
父
母
等

　
が
保
育
で
き
る
場
合
は
入

　
園
で
き
ま
せ
ん
。

・
就
労
の
た
め

・
妊
娠
、
出
産
の
た
め

・
保
護
者
の
疾
病
、
障
が
い

　
の
た
め

・
親
族
等
の
介
護
の
た
め

・
災
害
の
復
旧
の
た
め

・
求
職
活
動
の
た
め

・
就
学
の
た
め

・
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
(
ド
メ
ス
　

　
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
)

　
の
お
そ
れ
が
あ
る
た
め

・
そ
の
他
、
保
育
が
必
要
と

　
認
め
ら
れ
る
場
合

◇
募
集
予
定
園
児
数

　
貴
船
愛
児
園
　
10
名
程
度

　
石
田
保
育
園
　
15
名
程
度

※

年
齢
に
よ
っ
て
は
入
園
で

　
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
入
所
申
込
書

　
11
月
１
日
㈮
よ
り
各
保
育

　
園
お
よ
び
役
場
健
康
こ
ど

　
も
課
に
て
配
布
。
町
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

　
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◇
入
所
申
込
書
の
提
出
期
限

　
11
月
１
日
㈮
〜
11
月
15
日
㈮ 

(
土
・
日
・
祝
日
除
く
)

　
入
所
を
希
望
す
る
保
育
園

　
ま
た
は
役
場
健
康
こ
ど
も

　
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
面
接
日

　
貴
船
愛
児
園
　
12
月
16
日
㈪

　
石
田
保
育
園
　
12
月
17
日
㈫

◇
面
接
会
場
　

　
第
１
希
望
の
保
育
園

※

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
お
越

　
し
く
だ
さ
い
。

※

時
間
は
13
時
30
分
か
ら
。

◇
そ
の
他

　
町
外
の
保
育
園
を
希
望
す

　
る
方
は
、
問
い
合
わ
せ
先

　
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
在
園
児
に
つ
い
て
は
町
か

　
ら
通
知
し
ま
す
の
で
、
継

　
続
希
望
の
方
は
後
日
、
申

　
込
書
等
を
提
出
し
て
く
だ

　
さ
い
。

※

提
出
が
な
い
場
合
、
継
続

　
入
所
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
こ
ど
も
課

(
旧
福
祉
課
)

　
☎
内
線
２
３
３

ひ
な
づ
る
幼
稚
園

園
児
募
集
に
つ
い
て

　真
鶴
町
外
に
あ
る
保
育
園

へ
入
園
を
希
望
し
て
い
る
方

は
、
市
町
村
に
よ
り
受
付
制

度
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
希

望
す
る
園
の
あ
る
市
町
村
へ

お
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
保
育
園
の
見
学
等

は
、
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
こ
ど
も
課

(
旧
福
祉
課
)
☎
内
線
２
３
３

　
　真
鶴
町
に
住
民
登
録
の
あ

る
小
・
中
学
生
が
、
２
０
２

４
年
10
月
１
日
か
ら
２
０
２

５
年
１
月
31
日
ま
で
の
間
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

を
受
け
た
場
合
、
接
種
費
用

を
助
成
し
ま
す
。

※

予
防
接
種
の
開
始
時
期
等

　
は
医
療
機
関
に
直
接
ご
確

　
認
く
だ
さ
い
。

◇
助
成
回
数
(
原
則
)

　
小
学
生
２
回
、
中
学
生
１
回

◇
申
請
方
法

①
医
療
機
関
で
接
種
を
受
け
、

　
料
金
を
支
払
い
、
領
収
書

　
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
領
収
書(

原
本)

を
ご
持
参

　
の
う
え
、
接
種
を
受
け
て

　
か
ら
１
か
月
以
内
に
健
康

　
こ
ど
も
課
で
申
請
し
て
く

　
だ
さ
い
。

※

小
学
生
は
２
回
目
の
接
種

　
を
受
け
て
か
ら
申
請
し
て

　
く
だ
さ
い
。

※
ご
き
ょ
う
だ
い
が
い
る
場

　
合
は
、
対
象
の
お
子
さ
ん

　
す
べ
て
が
接
種
を
受
け
て

　
か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

③
接
種
に
か
か
る
費
用
全
額

　
を
、
指
定
さ
れ
た
口
座
に

　
振
り
込
み
ま
す
。

◇
申
請
期
間

　
２
０
２
４
年
10
月
１
日
〜

　
２
０
２
５
年
２
月
28
日

◇
受
付
時
間

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

(
正
午
〜
13
時
、
土
・
日
・

　
祝
日
を
除
く
)

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
こ
ど
も
課

(
旧
福
祉
課
)

　
☎
内
線
２
３
２
、
２
３
３

◇
里
親
制
度
と
は

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り

　
家
庭
で
生
活
で
き
な
く

　
な
っ
た
子
ど
も
の
た
め
に

　
里
親
の
家
庭
を
提
供
し
、

　
あ
た
た
か
い
愛
情
と
理
解

　
を
も
っ
て
育
て
て
頂
き
、

　
子
ど
も
が
「
心
身
と
も
に

　
健
や
か
に
育
つ
権
利
」
を

　
守
る
制
度
で
す
。
里
親
に

　
は
、
縁
組
を
し
て
自
分
の

　
子
ど
も
と
し
て
育
て
る
だ

　
け
で
は
な
く
、
次
の
よ
う

　
な
活
動
も
あ
り
ま
す
。

●
長
期
委
託
　

　
子
ど
も
と
の
養
子
縁
組
を

　
せ
ず
に
長
期
間
の
養
育
を

　
目
的
と
し
た
委
託

●
緊
急
一
時
保
護
委
託
　

　
家
庭
で
の
養
育
が
一
時
的

　
に
困
難
と
な
っ
た
子
ど
も

　
の
養
育
を
目
的
と
し
た
委
託

●
３
日
里
親
　

　
施
設
で
暮
ら
し
て
い
る
子

　
ど
も
の
家
庭
体
験
を
目
的

　
と
し
た
活
動

【里
親
講
座
の
お
知
ら
せ
】

◇
日
時

　
10
月
25
日
㈮
10
時
〜
正
午

◇
場
所

　
南
足
柄
市
女
性
セ
ン
タ
ー

　
研
修
室
１
・
２

◇
内
容

①
里
親
制
度
説
明
　

②
施
設
で
生
活
す
る
子
ど
も

　
た
ち
に
つ
い
て
　

③
里
親
体
験
談

◇
申
し
込
み

　
小
田
原
児
童
相
談
所
　

　
里
親
担
当
ま
で
　

☎
０
４
６
５
・
32
・
８
０
０
０

(
内
線
３
１
４
５
)

◇
申
込
期
限

　
10
月
21
日
㈪
ま
で

■
問
い
合
わ
せ

「
里
親
制
度
」
に
関
す
る
お

　
問
い
合
わ
せ

・
社
会
福
祉
法
人 

強
羅
暁
の

　
星
園

☎
０
４
６
０
・
82
・
２
８
５
３

・
小
田
原
児
童
相
談
所 

里
親

　
担
当
ま
で
　

☎
０
４
６
５
・
32
・
８
０
０
０

　
公
益
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス

成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
小
田
原
西
地
区
に
よ
る

無
料
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　
専
門
の
相
談
員
が
無
料
で

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

◇
日
時   

　
10
月
26
日
㈯

　
13
時
〜
15
時

◇
会
場   

　
真
鶴
町
民
セ
ン
タ
ー 

　
２
階
　
第
３
会
議
室

◇
相
談
内
容   

　
成
年
後
見
、
相
続
、

　
遺
言
　
な
ど

◇
費
用  

　
無
料

◇
申
し
込
み   

　
不
要

※

開
催
状
況
に
つ
い
て
は
、

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
保
険
福
祉
課

(
旧
福
祉
課
)

　
☎
内
線
２
３
５

町
外
保
育
園
の

来
年
度
入
園
に
つ
い
て

ひ
な
づ
る
幼
稚
園

「
満
３
歳
児
入
園
」制
度

保
育
園
(２
０
２
５
年
度
)

園
児
募
集
に
つ
い
て

児
童
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
助
成
に
つ
い
て

行
政
書
士
の
無
料
相
談
会
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障
が
い
の
あ
る
方
や
ご
家

族
を
対
象
に
、
日
常
生
活
の

こ
と
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
な
ど
に
つ
い
て
の
相

談
を
、
小
田
原
市
・
箱
根

町
・
真
鶴
町
・
湯
河
原
町
が

共
同
で
委
託
し
て
い
る
相
談

支
援
事
業
者
の
相
談
員
が
お

受
け
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
相
談
時
間
　
10
時
〜
12
時

■
問
い
合
わ
せ

・
保
険
福
祉
課
(
旧
福
祉
課
)

☎
内
線
２
３
７

・
湯
河
原
町
☎
０
４
６
５
・

  

63
・
２
１
１
１
(
内
線
３
１
２)

・
お
だ
わ
ら
障
が
い
者
総
合

　
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
　
　

☎
０
４
６
５
・
35
・
５
２
５
８

(
各
相
談
事
業
者
の
お
問
い

　
合
わ
せ
は
こ
ち
ら
へ
)

　
９
月
１
日
〜
10
月
31
日
は
、

令
和
６
年
度
行
政
相
談
月
間

で
す
。
10
月
の
住
民
相
談
日

に
合
わ
せ
て
特
設
行
政
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

　
行
政
相
談
委
員
が
皆
さ
ん

の
相
談
相
手
と
し
て
、
国
の

行
政
機
関
等
の
業
務
に
関
す

る
苦
情
の
相
談
に
応
じ
て
相

談
者
に
必
要
な
助
言
や
関
係

機
関
に
そ
の
苦
情
を
通
知
す

る
な
ど
、
そ
の
解
決
の
促
進

を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　
社
会
福
祉
、
医
療
保
険
、

年
金
、
国
道
、
労
働
基
準
、

雇
用
保
険
な
ど
の
国
の
行
政

機
関
等
の
業
務
に
関
す
る
困

り
ご
と
に
つ
い
て
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
例
え
ば…

「
○
○
の
申
請

を
し
て
い
る
の
に
迅
速
に

(
適
正
に
)
処
理
し
て
く
れ

な
い
」
な
ど
、
無
料
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。

◇
日
時

　
10
月
８
日
㈫

　
15
時
〜
16
時

◇
会
場
　

　
真
鶴
町
民
セ
ン
タ
ー

　
２
階
　
第
３
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ

　
保
険
福
祉
課
(
旧
福
祉
課)

　
☎
内
線
２
３
５

【更
新
講
習
会
】

◇
日
時
　

　
２
０
２
５
年
１
月
21
日
㈫
・

　
22
日
㈬
の
い
ず
れ
か
１
日

　
午
前
／
午
後
の
２
部
制

◇
会
場
　
　

　
川
崎
市
幸
市
民
館

(
幸
文
化
セ
ン
タ
ー
内
)

　
川
崎
市
幸
区
戸
手
本
町

　
１‐

11‐

２

◇
講
習
会
対
象
者

・
合
格
証
も
し
く
は
修
了
証

　
の
有
効
期
限
が
２
０
２
５

　
年
３
月
31
日
ま
で
の
方

・
令
和
元
年
度
に
排
水
設
備

　
工
事
責
任
技
術
者
試
験
に

　
合
格
し
た
方
、
も
し
く
は

　
更
新
講
習
を
修
了
し
た
方

◇
手
数
料
　
６
４
０
０
円

◇
申
込
用
紙

　
更
新
対
象
者
に
は
２
０
２

　
４
年
10
月
中
旬
ご
ろ
に

「
申
込
書
」
を
直
接
郵
送
し

　
ま
す
。

◇
申
込
受
付
締
切

　
11
月
８
日
㈮
ま
で

◇
申
込
方
法

　
指
定
の
場
所
へ
郵
送
で
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

(
講
習
に
関
す
る
こ
と
)

〇
神
奈
川
県
下
水
道
協
会
試

　
験
・
更
新
講
習
会
事
務
局

　
川
崎
市
上
下
水
道
局
下
水

　
道
部
下
水
道
管
理
課
内

〒
２
１
０—

８
５
７
７

　
神
奈
川
県
川
崎
市
川
崎
区

　
宮
本
町
１
番
地

☎
０
４
４
・
２
０
０
・
２
８
７
４

(
土
・
日
・
祝
祭
日
は
閉
庁)

　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
業

務
を
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。
徒
歩
や

原
動
機
付
自
転
車
等
で
移
動

し
、
町
内
の
水
道
メ
ー
タ
ー

を
検
針
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
業
務
日

　
毎
月
こ
ち
ら
が
指
定
し
た

　
月
末
月
始
の
４
日
間
で
す
。

(
そ
の
月
の
曜
日
配
置
に
よ

　
り
前
後
す
る
場
合
あ
り
)

◇
委
託
料

　
検
針
委
託
料
の
単
価
は
、

　
70
円
又
は
80
円
／
件
で
す
。

(
担
当
す
る
地
区
に
よ
り
異

　
な
り
ま
す
)

※

１
回
あ
た
り
の
委
託
料
　

　
例
:

　
２
５
０
件×

70
円

　
　
　
=
１
７
５
０
０
円

　
２
９
０
件×

80
円

　
　
　
=
２
３
２
０
０
円

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
課
☎
内
線
３
４
７

出
張
福
祉
相
談
会
の

お
知
ら
せ

　
「
真
鶴
半
島
内
町
管
理
道

路
の
安
全
を
守
る
会
」
が
、

平
成
30
年
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
、
長
き
に
わ
た
り
落
ち

葉
や
ご
み
の
回
収
の
道
路
清

掃
に
取
り
組
み
、
道
路
環
境

の
改
善
に
寄
与
し
、
道
路
愛

護
等
の
功
績
が
特
に
顕
著
な

も
の
と
し
て
、
国
土
交
通
大

臣
に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
頃
か
ら
の
、
ま
ち
づ
く

り
行
政
へ
の
多
大
な
る
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
ま
ち
づ
く
り
課

　
☎
内
線
３
４
２

　
申
込
書
と
募
集
の
し
お
り

は
、
10
月
１
日
㈫
か
ら
保
険

福
祉
課
で
配
布
し
ま
す
。
申

込
資
格
、
収
入
基
準
の
計
算

方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
募
集

の
し
お
り
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
申
込
受
付

　
10
月
１
日
㈫
〜
10
月
31
日
㈭

(
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
)

　
９
時
〜
17
時

(
正
午
〜
13
時
を
除
く
)

◇
型
式
、
戸
数

　
１
Ｄ
Ｋ
　
１
戸

　
３
Ｄ
Ｋ
　
１
戸

◇
入
居
可
能
人
数

　
１
Ｄ
Ｋ
　
１
人
以
上
　

　
３
Ｄ
Ｋ
　
２
人
以
上

◇
選
考
方
法

　
応
募
者
多
数
の
場
合
、
書

　
類
を
審
査
し
、
決
定
し
ま

　
す
。
な
お
、
入
居
時
期
は

　
随
時
決
定
す
る
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
保
険
福
祉
課
(
旧
福
祉
課)

　
☎
内
線
２
３
４

　
動
物
を
愛
護
す
る
気
風
を

高
め
、
適
正
な
飼
育
に
つ
い

て
理
解
と
関
心
を
深
め
る
た

め
、
動
物
関
係
団
体
等
で

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
共
同
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

◇
日
時

　
10
月
20
日
㈰
11
時
〜
16
時

(
悪
天
候
中
止
)

◇
場
所
　
　
　
　 

　
南
足
柄
市
役
所
お
よ
び

　
文
化
会
館

◇
内
容

　
公
開
講
座
(
犬
の
一
生
と

　
ど
う
向
き
合
う
か
〜
ゆ
り

　
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
〜
)
、

　
ペ
ッ
ト
の
健
康
相
談
、
野

　
生
動
物
に
関
す
る
展
示
、

　
ペ
ッ
ト
と
の
災
害
対
策
、

　
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、
牛
乳
無

　
料
配
布
や
卵
の
チ
ャ
リ

　
テ
ィ
ー
つ
か
み
取
り
な
ど

◇
主
催

　
動
物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
神

　
奈
川
２
０
２
４
in
西
湘
実

　
行
委
員
会

◇
共
催

　(

公
社)

神
奈
川
県
獣
医
師

　
会
、
小
田
原
獣
医
師
会
、

　
神
奈
川
県
、
小
田
原
市
、

　
南
足
柄
市
、
中
井
町
、
大

　
井
町
、
松
田
町
、
山
北
町
、

　
開
成
町
、
箱
根
町
、
真
鶴

　
町
、
湯
河
原
町

■
問
い
合
わ
せ

　
動
物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
神

　
奈
川
in
西
湘
実
行
委
員
会

(
南
足
柄
市
環
境
経
済
部
環

　
境
課
内
)

☎
０
４
６
５
・
73
・
８
０
１
９

　
学
校
と
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

等
と
の
連
携
推
進
事
業
の
一

環
と
し
て
、
教
育
委
員
会
と

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
が
連

携
・
協
働
し
、
不
登
校
で
悩

む
児
童
・
生
徒
や
保
護
者
等

を
対
象
に
相
談
会
を
行
い
、

一
人
ひ
と
り
の
社
会
的
自
立

や
学
校
生
活
の
再
開
に
向
け

た
支
援
を
行
い
ま
す
。

◇
日
時

　
10
月
19
日
㈯
　

　
13
時
〜
16
時
30
分

(
受
付
12
時
30
分
〜
16
時
)

◇
会
場

　
小
田
原
合
同
庁
舎
　
３
階

　
３
Ｄ
Ｅ
Ｆ
会
議
室

◇
内
容

　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
活
動

　
紹
介
、
個
別
相
談
会
、
進

　
路
に
つ
い
て
の
情
報
提
供

　
等

◇
主
催

　
神
奈
川
県
学
校
・
フ
リ
ー

　
ス
ク
ー
ル
等
連
携
協
議
会
、

　
神
奈
川
県
教
育
委
員
会

◇
対
象
者

　
小
・
中
学
生
、
高
校
生
、

　
高
校
中
退
者
、
保
護
者
、

　
教
員
等

◇
そ
の
他

・
参
加
費
無
料

・
事
前
申
し
込
み
不
要

■
問
い
合
わ
せ

　
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
教

　
育
局
支
援
部
子
ど
も
教
育

　
支
援
課
小
中
学
校
生
徒
指

　
導
グ
ル
ー
プ

☎
０
４
５
・
２
１
０
・
８
２
９
２

特
設
行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

令
和
６
年
度
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
更
新
講
習

真鶴会場

開催日 場所

10月22日(火)

11月26日(火)

湯河原会場

開催日 場所

10月21日(月)

11月18日(月)

たんぽぽ作業所
相談室２

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員
募
集

道
路
愛
護
等
国
土
交
通
大
臣

表
彰
を
受
賞

町
営
長
坂
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

動
物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
神
奈
川

２
０
２
４
in
西
湘
　

不
登
校
相
談
会
の

お
知
ら
せ

　

町民センター1階
集会娯楽室

町民センター1階
機能回復訓練室
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障
が
い
の
あ
る
方
や
ご
家

族
を
対
象
に
、
日
常
生
活
の

こ
と
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
な
ど
に
つ
い
て
の
相

談
を
、
小
田
原
市
・
箱
根

町
・
真
鶴
町
・
湯
河
原
町
が

共
同
で
委
託
し
て
い
る
相
談

支
援
事
業
者
の
相
談
員
が
お

受
け
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
相
談
時
間
　
10
時
〜
12
時

■
問
い
合
わ
せ

・
保
険
福
祉
課
(
旧
福
祉
課
)

☎
内
線
２
３
７

・
湯
河
原
町
☎
０
４
６
５
・

  

63
・
２
１
１
１
(
内
線
３
１
２)

・
お
だ
わ
ら
障
が
い
者
総
合

　
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
　
　

☎
０
４
６
５
・
35
・
５
２
５
８

(
各
相
談
事
業
者
の
お
問
い

　
合
わ
せ
は
こ
ち
ら
へ
)

　
９
月
１
日
〜
10
月
31
日
は
、

令
和
６
年
度
行
政
相
談
月
間

で
す
。
10
月
の
住
民
相
談
日

に
合
わ
せ
て
特
設
行
政
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

　
行
政
相
談
委
員
が
皆
さ
ん

の
相
談
相
手
と
し
て
、
国
の

行
政
機
関
等
の
業
務
に
関
す

る
苦
情
の
相
談
に
応
じ
て
相

談
者
に
必
要
な
助
言
や
関
係

機
関
に
そ
の
苦
情
を
通
知
す

る
な
ど
、
そ
の
解
決
の
促
進

を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　
社
会
福
祉
、
医
療
保
険
、

年
金
、
国
道
、
労
働
基
準
、

雇
用
保
険
な
ど
の
国
の
行
政

機
関
等
の
業
務
に
関
す
る
困

り
ご
と
に
つ
い
て
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
例
え
ば…

「
○
○
の
申
請

を
し
て
い
る
の
に
迅
速
に

(
適
正
に
)
処
理
し
て
く
れ

な
い
」
な
ど
、
無
料
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。

◇
日
時

　
10
月
８
日
㈫

　
15
時
〜
16
時

◇
会
場
　

　
真
鶴
町
民
セ
ン
タ
ー

　
２
階
　
第
３
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ

　
保
険
福
祉
課
(
旧
福
祉
課)

　
☎
内
線
２
３
５

【更
新
講
習
会
】

◇
日
時
　

　
２
０
２
５
年
１
月
21
日
㈫
・

　
22
日
㈬
の
い
ず
れ
か
１
日

　
午
前
／
午
後
の
２
部
制

◇
会
場
　
　

　
川
崎
市
幸
市
民
館

(
幸
文
化
セ
ン
タ
ー
内
)

　
川
崎
市
幸
区
戸
手
本
町

　
１‐

11‐

２

◇
講
習
会
対
象
者

・
合
格
証
も
し
く
は
修
了
証

　
の
有
効
期
限
が
２
０
２
５

　
年
３
月
31
日
ま
で
の
方

・
令
和
元
年
度
に
排
水
設
備

　
工
事
責
任
技
術
者
試
験
に

　
合
格
し
た
方
、
も
し
く
は

　
更
新
講
習
を
修
了
し
た
方

◇
手
数
料
　
６
４
０
０
円

◇
申
込
用
紙

　
更
新
対
象
者
に
は
２
０
２

　
４
年
10
月
中
旬
ご
ろ
に

「
申
込
書
」
を
直
接
郵
送
し

　
ま
す
。

◇
申
込
受
付
締
切

　
11
月
８
日
㈮
ま
で

◇
申
込
方
法

　
指
定
の
場
所
へ
郵
送
で
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

(
講
習
に
関
す
る
こ
と
)

〇
神
奈
川
県
下
水
道
協
会
試

　
験
・
更
新
講
習
会
事
務
局

　
川
崎
市
上
下
水
道
局
下
水

　
道
部
下
水
道
管
理
課
内

〒
２
１
０—

８
５
７
７

　
神
奈
川
県
川
崎
市
川
崎
区

　
宮
本
町
１
番
地

☎
０
４
４
・
２
０
０
・
２
８
７
４

(
土
・
日
・
祝
祭
日
は
閉
庁)

　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
業

務
を
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。
徒
歩
や

原
動
機
付
自
転
車
等
で
移
動

し
、
町
内
の
水
道
メ
ー
タ
ー

を
検
針
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
業
務
日

　
毎
月
こ
ち
ら
が
指
定
し
た

　
月
末
月
始
の
４
日
間
で
す
。

(
そ
の
月
の
曜
日
配
置
に
よ

　
り
前
後
す
る
場
合
あ
り
)

◇
委
託
料

　
検
針
委
託
料
の
単
価
は
、

　
70
円
又
は
80
円
／
件
で
す
。

(
担
当
す
る
地
区
に
よ
り
異

　
な
り
ま
す
)

※

１
回
あ
た
り
の
委
託
料
　

　
例
:

　
２
５
０
件×

70
円

　
　
　
=
１
７
５
０
０
円

　
２
９
０
件×

80
円

　
　
　
=
２
３
２
０
０
円

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
課
☎
内
線
３
４
７

出
張
福
祉
相
談
会
の

お
知
ら
せ

　
「
真
鶴
半
島
内
町
管
理
道

路
の
安
全
を
守
る
会
」
が
、

平
成
30
年
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
、
長
き
に
わ
た
り
落
ち

葉
や
ご
み
の
回
収
の
道
路
清

掃
に
取
り
組
み
、
道
路
環
境

の
改
善
に
寄
与
し
、
道
路
愛

護
等
の
功
績
が
特
に
顕
著
な

も
の
と
し
て
、
国
土
交
通
大

臣
に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
頃
か
ら
の
、
ま
ち
づ
く

り
行
政
へ
の
多
大
な
る
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
ま
ち
づ
く
り
課

　
☎
内
線
３
４
２

　
申
込
書
と
募
集
の
し
お
り

は
、
10
月
１
日
㈫
か
ら
保
険

福
祉
課
で
配
布
し
ま
す
。
申

込
資
格
、
収
入
基
準
の
計
算

方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
募
集

の
し
お
り
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
申
込
受
付

　
10
月
１
日
㈫
〜
10
月
31
日
㈭

(
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
)

　
９
時
〜
17
時

(
正
午
〜
13
時
を
除
く
)

◇
型
式
、
戸
数

　
１
Ｄ
Ｋ
　
１
戸

　
３
Ｄ
Ｋ
　
１
戸

◇
入
居
可
能
人
数

　
１
Ｄ
Ｋ
　
１
人
以
上
　

　
３
Ｄ
Ｋ
　
２
人
以
上

◇
選
考
方
法

　
応
募
者
多
数
の
場
合
、
書

　
類
を
審
査
し
、
決
定
し
ま

　
す
。
な
お
、
入
居
時
期
は

　
随
時
決
定
す
る
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
保
険
福
祉
課
(
旧
福
祉
課)

　
☎
内
線
２
３
４

　
動
物
を
愛
護
す
る
気
風
を

高
め
、
適
正
な
飼
育
に
つ
い

て
理
解
と
関
心
を
深
め
る
た

め
、
動
物
関
係
団
体
等
で

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
共
同
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

◇
日
時

　
10
月
20
日
㈰
11
時
〜
16
時

(
悪
天
候
中
止
)

◇
場
所
　
　
　
　 

　
南
足
柄
市
役
所
お
よ
び

　
文
化
会
館

◇
内
容

　
公
開
講
座
(
犬
の
一
生
と

　
ど
う
向
き
合
う
か
〜
ゆ
り

　
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
〜
)
、

　
ペ
ッ
ト
の
健
康
相
談
、
野

　
生
動
物
に
関
す
る
展
示
、

　
ペ
ッ
ト
と
の
災
害
対
策
、

　
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、
牛
乳
無

　
料
配
布
や
卵
の
チ
ャ
リ

　
テ
ィ
ー
つ
か
み
取
り
な
ど

◇
主
催

　
動
物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
神

　
奈
川
２
０
２
４
in
西
湘
実

　
行
委
員
会

◇
共
催

　(

公
社)

神
奈
川
県
獣
医
師

　
会
、
小
田
原
獣
医
師
会
、

　
神
奈
川
県
、
小
田
原
市
、

　
南
足
柄
市
、
中
井
町
、
大

　
井
町
、
松
田
町
、
山
北
町
、

　
開
成
町
、
箱
根
町
、
真
鶴

　
町
、
湯
河
原
町

■
問
い
合
わ
せ

　
動
物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
神

　
奈
川
in
西
湘
実
行
委
員
会

(
南
足
柄
市
環
境
経
済
部
環

　
境
課
内
)

☎
０
４
６
５
・
73
・
８
０
１
９

　
学
校
と
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

等
と
の
連
携
推
進
事
業
の
一

環
と
し
て
、
教
育
委
員
会
と

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
が
連

携
・
協
働
し
、
不
登
校
で
悩

む
児
童
・
生
徒
や
保
護
者
等

を
対
象
に
相
談
会
を
行
い
、

一
人
ひ
と
り
の
社
会
的
自
立

や
学
校
生
活
の
再
開
に
向
け

た
支
援
を
行
い
ま
す
。

◇
日
時

　
10
月
19
日
㈯
　

　
13
時
〜
16
時
30
分

(
受
付
12
時
30
分
〜
16
時
)

◇
会
場

　
小
田
原
合
同
庁
舎
　
３
階

　
３
Ｄ
Ｅ
Ｆ
会
議
室

◇
内
容

　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
活
動

　
紹
介
、
個
別
相
談
会
、
進

　
路
に
つ
い
て
の
情
報
提
供

　
等

◇
主
催

　
神
奈
川
県
学
校
・
フ
リ
ー

　
ス
ク
ー
ル
等
連
携
協
議
会
、

　
神
奈
川
県
教
育
委
員
会

◇
対
象
者

　
小
・
中
学
生
、
高
校
生
、

　
高
校
中
退
者
、
保
護
者
、

　
教
員
等

◇
そ
の
他

・
参
加
費
無
料

・
事
前
申
し
込
み
不
要

■
問
い
合
わ
せ

　
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
教

　
育
局
支
援
部
子
ど
も
教
育

　
支
援
課
小
中
学
校
生
徒
指

　
導
グ
ル
ー
プ

☎
０
４
５
・
２
１
０
・
８
２
９
２

特
設
行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

令
和
６
年
度
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
更
新
講
習

真鶴会場

開催日 場所

10月22日(火)

11月26日(火)

湯河原会場

開催日 場所

10月21日(月)

11月18日(月)

たんぽぽ作業所
相談室２

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員
募
集

道
路
愛
護
等
国
土
交
通
大
臣

表
彰
を
受
賞

町
営
長
坂
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

動
物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
神
奈
川

２
０
２
４
in
西
湘
　

不
登
校
相
談
会
の

お
知
ら
せ

　

町民センター1階
集会娯楽室

町民センター1階
機能回復訓練室
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真
鶴
道
路
(
真
鶴
ブ
ル
ー

ラ
イ
ン
)
は
、
老
朽
化
し
た

ト
ン
ネ
ル
補
強
工
事
の
た
め
、

平
日
夜
間
通
行
止
め
を
実
施

し
ま
す
。
国
道
１
３
５
号
に

迂
回
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
工
事
期
間

　
10
月
17
日
㈭
〜
11
月
29
日
㈮

　
21
時
〜
翌
朝
６
時

(
土
・
日
・
祝
祭
日
の
夜
間

　
を
除
く
)

※

11
月
30
日
㈯ 

朝
６
時
終
了

◇
工
事
区
間

　
真
鶴
道
路

(
真
鶴
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
)
　

　
４
・
５
km
(
全
区
間
)

■
問
い
合
わ
せ

　
神
奈
川
県
道
路
公
社

　
真
鶴
道
路
管
理
事
務
所
　

☎
０
４
６
５
・
69
・
１
４
４
１

◇
日
時

　
11
月
17
日
㈰

　
９
時
〜
18
時

◇
会
場

　
湯
河
原
町
消
防
本
部

◇
講
習
内
容
　

・
応
急
手
当
の
基
礎
知
識

・
成
人
、
小
児
、
乳
児
の
心

　
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

・
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ
ド

(
傷
病
者
の
管
理
、
搬
送
法
、

　
止
血
法
、
病
気
や
け
が
に

　
対
す
る
応
急
手
当
)

・
効
果
測
定

(
筆
記
お
よ
び
実
技
)

◇
対
象
者

　
湯
河
原
町
ま
た
は
真
鶴
町

　
に
在
住
・
在
勤
の
方

◇
定
員

　
20
名
(
先
着
順
)

◇
申
込
方
法

　
10
月
１
日
㈫
〜
10
月
31
日
㈭

　
ま
で
に
湯
河
原
町
消
防
本

　
部
警
防
課
警
防
救
急
係
へ

　
申
し
込
み
。

(
土
日
祝
を
除
く
８
時
30
分

　
〜
17
時
15
分
)

■
問
い
合
わ
せ

　
湯
河
原
町
消
防
本
部

　
警
防
課
警
防
救
急
係
　

☎
０
４
６
５
・
60
・
０
１
７
７

◇
日
時

　
11
月
16
日
㈯

　
９
時
30
分
〜
17
時

◇
会
場

　
お
だ
わ
ら
市
民
交
流
セ
ン

　
タ
ー
Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｏ

※

館
内
有
料
駐
車
場
有
り

◇
受
講
料

　
１
１
０
０
０
円

(
テ
キ
ス
ト
・
消
費
税
込
み
)

◇
申
し
込
み

　
湯
河
原
町
消
防
本
部
警
防

　
課
予
防
係
、
奥
湯
河
原
分

　
署
、
真
鶴
分
署
で
配
布
す

　
る
所
定
の
申
込
書
に
必
要

　
事
項
を
記
入
し
、
受
講
料

　
を
添
え
て
湯
河
原
町
消
防

　
本
部
警
防
課
予
防
係
へ
お

　

申

し

込

み

く

だ

さ

い

。

(
土
日
祝
を
除
く
８
時
30
分

　
〜
17
時
15
分
)

■
問
い
合
わ
せ

　
湯
河
原
町
消
防
本
部

　
警
防
課
予
防
係
　

☎
０
４
６
５
・
60
・
０
１
７
７

 

財
産
・
相
続
・
親
権
・
土

地
・
金
融
な
ど
そ
の
他
法
律

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◇
日
時

　
10
月
21
日
㈪

①
10
時
〜
10
時
40
分

②
10
時
50
分
〜
11
時
30
分

◇
事
前
予
約
制   

　
先
着
２
件
(
１
件
40
分
)

※

真
鶴
町
に
住
所
を
有
す
る
方

※

今
ま
で
に
こ
の
相
談
会
を

　
利
用
し
た
こ
と
が
な
い
方

◇
申
込
方
法

　
10
月
２
日
㈬
〜
８
日
㈫
の
平

　
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
ま
で
に
電
話
ま
た
は
窓
口

　
に
て
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ

　
真
鶴
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
４
６
５
・
68
・
３
３
１
３

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

は
、Pay-easy(

ペ
イ
ジ
ー)

が
便
利
で
す
。
お
手
持
ち
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ

ン
で
、
自
宅
や
外
出
先
か
ら
、

夜
間
や
休
日
で
も
納
付
が
で

き
ま
す
。
納
付
書
の
左
側
に

記
載
さ
れ
て
い
る
「
収
納
機

関
番
号
」
、
「
納
付
番
号
」
、

「
確
認
番
号
」
をPay-easy

(

ペ
イ
ジ
ー)

対
応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
ま
た
は
モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ

ン
グ
の
画
面
に
入
力
す
る
だ

け
で
納
付
可
能
で
す
。
手
数

料
は
特
に
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
内
に
設
置
さ
れ
て

い
る
複
数
の
銀
行
に
対
応
し

て
い
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
小
田
原
年
金
事
務
所
　
　

☎
０
４
６
５
・
22
・
１
３
９
１

神
奈
川
県
道
路
公
社
か
ら
の

お
知
ら
せ

◇
エ
イ
ズ
相
談
・検
査

　
10
月
16
日
㈬

　
９
時
〜
11
時

◇
医
師
に
よ
る
精
神
保
健

   

福
祉
相
談

　
10
月
９
日
㈬
・
15
日
㈫
・

　
22
日
㈫

　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

◇
医
師
に
よ
る
認
知
症
相
談

　
10
月
23
日
㈬

　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

◇
療
育
歯
科
相
談

　
10
月
17
日
㈭

　
９
時
〜
15
時
30
分

■
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ

　
前
日
ま
で
に
電
話
で
申
込

　
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
神
奈
川
県
小
田
原
保
健
福

　
祉
事
務
所
　

☎
０
４
６
５
・
32
・
８
０
０
０

(
代
表
)

・
療
育
歯
科
相
談

(
内
線
３
２
３
８
)
　

・
そ
の
他
の
相
談
と
検
査

(
内
線
３
２
４
８
)

　
拉
致
問
題
へ
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
上
映

会
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時

　
11
月
13
日
㈬

　
15
時
〜
16
時

(
開
場 

14
時
30
分
)

◇
会
場

　
南
足
柄
市
文
化
会
館
　

　
小
ホ
ー
ル

(
南
足
柄
市
関
本
４
１
５-

１
)

◇
費
用
　
無
料

◇
申
込
期
限

　
10
月
31
日
㈭
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
県
西
地
域
県
政
総
合
セ
ン

　
タ
ー
県
民
課

☎
０
４
６
５
・
32
・
８
９
０
４

　
南
足
柄
市
役
所
福
祉
課

☎
０
４
６
５
・
43
・
７
５
５
３

・
電
子
申
請

〝
対
話
の
広
場
〟
地
域
版
は
、

知
事
が
県
内
各
地
域
に
赴
き
、

県
民
の
皆
さ
ん
と
直
接
意
見

交
換
を
行
う
場
で
す
。

　
今
年
度
は
、
「
い
の
ち
輝

く
マ
グ
ネ
ッ
ト
神
奈
川
」
を

年
間
テ
ー
マ
に
、
県
内
６
会

場
で
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
自
然
や
文
化
な

ど
地
域
資
源
が
豊
富
な
県
西

地
域
に
お
い
て
、
持
続
可
能

な
開
発
目
標
(
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
)

に
沿
っ
た
先
進
的
な
取
組
を

さ
れ
て
い
る
方
の
事
例
紹
介

を
交
え
な
が
ら
、
知
事
の
司

会
で
進
行
し
ま
す
。

◇
日
時

　
12
月
11
日
㈬

　
16
時
30
分
〜
18
時

◇
会
場

　
小
田
原
市
生
涯
学
習
セ
ン

　
タ
ー
け
や
き 

ホ
ー
ル

◇
テ
ー
マ

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
、
県
西
地
域

　
の
未
来
を
創
る
！

　
〜
未
病
の
戦
略
的
エ
リ
ア

　
の
先
進
的
な
取
組
〜

◇
事
例
発
表
者

　
原 

正
樹 

氏

(
湘
南
電
力
株
式
会
社 

代
表 

　
取
締
役
社
長
、
お
だ
わ
ら

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
行
委
員
会

　
会
長
)

　
槇 

紗
加 

氏

(
は
れ
や
か
農
園
　
代
表
)

◇
申
込
方
法

　
12
月
４
日
㈬
ま
で
に
電
話
、

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
は
が
き(

必
着)

、

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
。

※

申
込
み
期
限
後
で
も
、
席

　
に
余
裕
が
あ
る
場
合
は
受

　
け
付
け
ま
す
の
で
、
電
話

　
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

定
員
を
超
え
た
場
合
は
、

　
抽
選
を
行
い
、
参
加
い
た

　
だ
け
な
い
場
合
の
み
12
月

　
６
日
㈮
ま
で
に
連
絡
し
ま

　
す
。

◇
申
込
時
の
必
要
事
項

①
「
黒
岩
知
事
と
県
民
と
の

〝
対
話
の
広
場
〟
地
域
版  

　
県
西
会
場
」
参
加
希
望

②
お
名
前
(
ふ
り
が
な
)

【
複
数
で
参
加
の
場
合
は
参

　
加
者
全
員
の
お
名
前
】

③
電
話
番
号
ま
た
は
メ
ー
ル

　
ア
ド
レ
ス
【
複
数
で
参
加

　
の
場
合
は
代
表
者
の
み
】

④
お
住
ま
い
の
市
町
村
名

【
複
数
で
参
加
の
場
合
は
、

　
代
表
者
の
み
】

⑤
託
児
の
希
望
と
人
数

【
２
歳
か
ら
就
学
前
６
歳
ま

　
で
が
対
象
】
(
後
日
確
認

　
の
連
絡
を
し
ま
す
)

⑥
手
話
通
訳
の
希
望
の
有
無

※

託
児
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　
必
ず
12
月
４
日
㈬
ま
で
に

　
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ

　
神
奈
川
県
県
西
地
域
県
政

　
総
合
セ
ン
タ
ー
企
画
調
整

　
部
企
画
調
整
課

〒
２
５
０‐

０
０
４
２

　
小
田
原
市
荻
窪
３
５
０‐

１

☎
０
４
６
５
・
32
・
８
９
０
３

FAX
０
４
６
５
・
32
・
８
１
１
１

神奈川県

ホームページは

こちら↓

上
級
救
命
講
習
会
開
催
の

お
知
ら
せ

令
和
６
年
度
危
険
物
取
扱
者

試
験
対
策 

受
験
準
備
講
習
会

納
付
書
支
払
い
な
ら

ペ
イ
ジ
ー
が
便
利
！

国 民
年 金

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律

相
談
会
の
お
知
ら
せ

小
田
原
保
健
福
祉
事
務
所

の
相
談
と
検
査

ア
ニ
メ
「め
ぐ
み
」
・

「
拉
致
被
害
者
御
家
族

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
上
映
会

知
事
と
県
民
と
の

対
話
の
広
場
　
参
加
者
募
集

申し込み

フォームは

こちら↓
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真
鶴
道
路
(
真
鶴
ブ
ル
ー

ラ
イ
ン
)
は
、
老
朽
化
し
た

ト
ン
ネ
ル
補
強
工
事
の
た
め
、

平
日
夜
間
通
行
止
め
を
実
施

し
ま
す
。
国
道
１
３
５
号
に

迂
回
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
工
事
期
間

　
10
月
17
日
㈭
〜
11
月
29
日
㈮

　
21
時
〜
翌
朝
６
時

(
土
・
日
・
祝
祭
日
の
夜
間

　
を
除
く
)

※

11
月
30
日
㈯ 

朝
６
時
終
了

◇
工
事
区
間

　
真
鶴
道
路

(
真
鶴
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
)
　

　
４
・
５
km
(
全
区
間
)

■
問
い
合
わ
せ

　
神
奈
川
県
道
路
公
社

　
真
鶴
道
路
管
理
事
務
所
　

☎
０
４
６
５
・
69
・
１
４
４
１

◇
日
時

　
11
月
17
日
㈰

　
９
時
〜
18
時

◇
会
場

　
湯
河
原
町
消
防
本
部

◇
講
習
内
容
　

・
応
急
手
当
の
基
礎
知
識

・
成
人
、
小
児
、
乳
児
の
心

　
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

・
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ
ド

(
傷
病
者
の
管
理
、
搬
送
法
、

　
止
血
法
、
病
気
や
け
が
に

　
対
す
る
応
急
手
当
)

・
効
果
測
定

(
筆
記
お
よ
び
実
技
)

◇
対
象
者

　
湯
河
原
町
ま
た
は
真
鶴
町

　
に
在
住
・
在
勤
の
方

◇
定
員

　
20
名
(
先
着
順
)

◇
申
込
方
法

　
10
月
１
日
㈫
〜
10
月
31
日
㈭

　
ま
で
に
湯
河
原
町
消
防
本

　
部
警
防
課
警
防
救
急
係
へ

　
申
し
込
み
。

(
土
日
祝
を
除
く
８
時
30
分

　
〜
17
時
15
分
)

■
問
い
合
わ
せ

　
湯
河
原
町
消
防
本
部

　
警
防
課
警
防
救
急
係
　

☎
０
４
６
５
・
60
・
０
１
７
７

◇
日
時

　
11
月
16
日
㈯

　
９
時
30
分
〜
17
時

◇
会
場

　
お
だ
わ
ら
市
民
交
流
セ
ン

　
タ
ー
Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｏ

※

館
内
有
料
駐
車
場
有
り

◇
受
講
料

　
１
１
０
０
０
円

(
テ
キ
ス
ト
・
消
費
税
込
み
)

◇
申
し
込
み

　
湯
河
原
町
消
防
本
部
警
防

　
課
予
防
係
、
奥
湯
河
原
分

　
署
、
真
鶴
分
署
で
配
布
す

　
る
所
定
の
申
込
書
に
必
要

　
事
項
を
記
入
し
、
受
講
料

　
を
添
え
て
湯
河
原
町
消
防

　
本
部
警
防
課
予
防
係
へ
お

　

申

し

込

み

く

だ

さ

い

。

(
土
日
祝
を
除
く
８
時
30
分

　
〜
17
時
15
分
)

■
問
い
合
わ
せ

　
湯
河
原
町
消
防
本
部

　
警
防
課
予
防
係
　

☎
０
４
６
５
・
60
・
０
１
７
７

 

財
産
・
相
続
・
親
権
・
土

地
・
金
融
な
ど
そ
の
他
法
律

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◇
日
時

　
10
月
21
日
㈪

①
10
時
〜
10
時
40
分

②
10
時
50
分
〜
11
時
30
分

◇
事
前
予
約
制   

　
先
着
２
件
(
１
件
40
分
)

※

真
鶴
町
に
住
所
を
有
す
る
方

※

今
ま
で
に
こ
の
相
談
会
を

　
利
用
し
た
こ
と
が
な
い
方

◇
申
込
方
法

　
10
月
２
日
㈬
〜
８
日
㈫
の
平

　
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
ま
で
に
電
話
ま
た
は
窓
口

　
に
て
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ

　
真
鶴
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
４
６
５
・
68
・
３
３
１
３

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

は
、Pay-easy(

ペ
イ
ジ
ー)

が
便
利
で
す
。
お
手
持
ち
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ

ン
で
、
自
宅
や
外
出
先
か
ら
、

夜
間
や
休
日
で
も
納
付
が
で

き
ま
す
。
納
付
書
の
左
側
に

記
載
さ
れ
て
い
る
「
収
納
機

関
番
号
」
、
「
納
付
番
号
」
、

「
確
認
番
号
」
をPay-easy

(

ペ
イ
ジ
ー)

対
応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
ま
た
は
モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ

ン
グ
の
画
面
に
入
力
す
る
だ

け
で
納
付
可
能
で
す
。
手
数

料
は
特
に
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
内
に
設
置
さ
れ
て

い
る
複
数
の
銀
行
に
対
応
し

て
い
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
小
田
原
年
金
事
務
所
　
　

☎
０
４
６
５
・
22
・
１
３
９
１

神
奈
川
県
道
路
公
社
か
ら
の

お
知
ら
せ

◇
エ
イ
ズ
相
談
・検
査

　
10
月
16
日
㈬

　
９
時
〜
11
時

◇
医
師
に
よ
る
精
神
保
健

   

福
祉
相
談

　
10
月
９
日
㈬
・
15
日
㈫
・

　
22
日
㈫

　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

◇
医
師
に
よ
る
認
知
症
相
談

　
10
月
23
日
㈬

　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

◇
療
育
歯
科
相
談

　
10
月
17
日
㈭

　
９
時
〜
15
時
30
分

■
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ

　
前
日
ま
で
に
電
話
で
申
込

　
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
神
奈
川
県
小
田
原
保
健
福

　
祉
事
務
所
　

☎
０
４
６
５
・
32
・
８
０
０
０

(
代
表
)

・
療
育
歯
科
相
談

(
内
線
３
２
３
８
)
　

・
そ
の
他
の
相
談
と
検
査

(
内
線
３
２
４
８
)

　
拉
致
問
題
へ
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
上
映

会
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時

　
11
月
13
日
㈬

　
15
時
〜
16
時

(
開
場 

14
時
30
分
)

◇
会
場

　
南
足
柄
市
文
化
会
館
　

　
小
ホ
ー
ル

(
南
足
柄
市
関
本
４
１
５-

１
)

◇
費
用
　
無
料

◇
申
込
期
限

　
10
月
31
日
㈭
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
県
西
地
域
県
政
総
合
セ
ン

　
タ
ー
県
民
課

☎
０
４
６
５
・
32
・
８
９
０
４

　
南
足
柄
市
役
所
福
祉
課

☎
０
４
６
５
・
43
・
７
５
５
３

・
電
子
申
請

〝
対
話
の
広
場
〟
地
域
版
は
、

知
事
が
県
内
各
地
域
に
赴
き
、

県
民
の
皆
さ
ん
と
直
接
意
見

交
換
を
行
う
場
で
す
。

　
今
年
度
は
、
「
い
の
ち
輝

く
マ
グ
ネ
ッ
ト
神
奈
川
」
を

年
間
テ
ー
マ
に
、
県
内
６
会

場
で
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
自
然
や
文
化
な

ど
地
域
資
源
が
豊
富
な
県
西

地
域
に
お
い
て
、
持
続
可
能

な
開
発
目
標
(
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
)

に
沿
っ
た
先
進
的
な
取
組
を

さ
れ
て
い
る
方
の
事
例
紹
介

を
交
え
な
が
ら
、
知
事
の
司

会
で
進
行
し
ま
す
。

◇
日
時

　
12
月
11
日
㈬

　
16
時
30
分
〜
18
時

◇
会
場

　
小
田
原
市
生
涯
学
習
セ
ン

　
タ
ー
け
や
き 
ホ
ー
ル

◇
テ
ー
マ

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
、
県
西
地
域

　
の
未
来
を
創
る
！

　
〜
未
病
の
戦
略
的
エ
リ
ア

　
の
先
進
的
な
取
組
〜

◇
事
例
発
表
者

　
原 

正
樹 

氏

(
湘
南
電
力
株
式
会
社 

代
表 

　
取
締
役
社
長
、
お
だ
わ
ら

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
行
委
員
会

　
会
長
)

　
槇 

紗
加 

氏

(
は
れ
や
か
農
園
　
代
表
)

◇
申
込
方
法

　
12
月
４
日
㈬
ま
で
に
電
話
、

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
は
が
き(

必
着)

、

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
。

※

申
込
み
期
限
後
で
も
、
席

　
に
余
裕
が
あ
る
場
合
は
受

　
け
付
け
ま
す
の
で
、
電
話

　
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

定
員
を
超
え
た
場
合
は
、

　
抽
選
を
行
い
、
参
加
い
た

　
だ
け
な
い
場
合
の
み
12
月

　
６
日
㈮
ま
で
に
連
絡
し
ま

　
す
。

◇
申
込
時
の
必
要
事
項

①
「
黒
岩
知
事
と
県
民
と
の

〝
対
話
の
広
場
〟
地
域
版  

　
県
西
会
場
」
参
加
希
望

②
お
名
前
(
ふ
り
が
な
)

【
複
数
で
参
加
の
場
合
は
参

　
加
者
全
員
の
お
名
前
】

③
電
話
番
号
ま
た
は
メ
ー
ル

　
ア
ド
レ
ス
【
複
数
で
参
加

　
の
場
合
は
代
表
者
の
み
】

④
お
住
ま
い
の
市
町
村
名

【
複
数
で
参
加
の
場
合
は
、

　
代
表
者
の
み
】

⑤
託
児
の
希
望
と
人
数

【
２
歳
か
ら
就
学
前
６
歳
ま

　
で
が
対
象
】
(
後
日
確
認

　
の
連
絡
を
し
ま
す
)

⑥
手
話
通
訳
の
希
望
の
有
無

※

託
児
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　
必
ず
12
月
４
日
㈬
ま
で
に

　
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ

　
神
奈
川
県
県
西
地
域
県
政

　
総
合
セ
ン
タ
ー
企
画
調
整

　
部
企
画
調
整
課

〒
２
５
０‐

０
０
４
２

　
小
田
原
市
荻
窪
３
５
０‐

１

☎
０
４
６
５
・
32
・
８
９
０
３

FAX
０
４
６
５
・
32
・
８
１
１
１

神奈川県

ホームページは

こちら↓

上
級
救
命
講
習
会
開
催
の

お
知
ら
せ

令
和
６
年
度
危
険
物
取
扱
者

試
験
対
策 

受
験
準
備
講
習
会

納
付
書
支
払
い
な
ら

ペ
イ
ジ
ー
が
便
利
！

国 民
年 金

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律

相
談
会
の
お
知
ら
せ

小
田
原
保
健
福
祉
事
務
所

の
相
談
と
検
査

ア
ニ
メ
「め
ぐ
み
」
・

「
拉
致
被
害
者
御
家
族

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
上
映
会

知
事
と
県
民
と
の

対
話
の
広
場
　
参
加
者
募
集

申し込み

フォームは

こちら↓



2021

連

　載

 

　
　

　
　
　    

船
員
募
集
！

          

真
鶴
の
海
で
一
緒
に

          

働
き
ま
せ
ん
か

　　
　 

 

真
鶴
町
漁
業
協
同
組

合
で
は
、
船
員(

正
社
員)

を

募
集
し
て
い
ま
す
。
「
海
の

仕
事
が
し
た
い
！
」
「
漁
師

に
な
り
た
い
！
」
な
ど
熱
意

が
あ
る
方
、
歓
迎
し
ま
す
！

　
真
鶴
町
漁
業
協
同
組
合
の

所
属
船
な
の
で
、
福
利
厚
生

が
充
実
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

面
接
後
に
は
体
験
乗
船
が
あ

る
の
で
、
安
心
！
資
格
・
要

件
内
容
に
つ
い
て
の
質
問
等

も
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◇
募
集
要
項

　
沖
網
漁
場
従
業
員

(
正
社
員
)
＊
若
干
名

◇
勤
務
地
　
真
鶴
地
先
　
　

◇
所
属
部
門

　
真
鶴
町
漁
業
協
同
組
合
　

　
漁
業
自
営
部

◇
勤
務
内
容

　
定
置
網
の
漁
獲
作
業
お
よ

　
び
漁
船
清
掃
・
漁
網
、
漁

　
具
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業

◇
勤
務
日

　
当
組
合
操
業
カ
レ
ン
ダ
ー

　
に
よ
る

◇
勤
務
時
間

　
２
時
〜
12
時

(
休
憩
１
〜
２
時
間
あ
り
)

◇
給
与

　
20
万
円
〜

(
手
当
等
含
む
)

◇
制
度
　
　

　
昇
給
・
退
職
金
制
度
あ
り

＊
当
組
合
諸
規
定
に
よ
る

◇
年
齢

　
18
歳
〜
40
歳

◇
福
利
厚
生

　
雇
用
保
険
・
厚
生
年
金
・

　
健
康
保
険
完
備

■
問
い
合
わ
せ

　
真
鶴
町
漁
業
協
同
組
合

☎
０
４
６
５
・
68
・
５
５
１
１

FAX
０
４
６
５
・
68
・
５
５
１
４

(
担
当
:
北
村
・
星
野
)

メ
レ
ま
な
づ
る

　
み
ん
な
で
発
声
練
習
〜
や

さ
し
い
童
謡
〜
新
し
い
歌
な

ど
を
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時

　
10
月
20
日
㈰

　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

  

月
１
回

　
毎
月
第
３
日
曜
日

◇
場
所

　
情
報
セ
ン
タ
ー 

　
１
階
　
映
像
ホ
ー
ル

◇
対
象
　 

　
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
シ
ニ

  

ア
ま
で
ど
な
た
で
も
。

◇
参
加
費
　
無
料

◇
そ
の
他
　

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ピ
ア
ニ
ス

  

ト
募
集
中(

交
通
費
支
給)

■
問
い
合
わ
せ

　
グ
ー
テ
・
ム
ジ
ー
ク

  gute_0323@yahoo.co.jp

第
22
回
真
鶴
空
き
家
勉
強
会

◇
テ
ー
マ

「
大
家
さ
ん
の
本
音
、
借
り

  

手
の
本
音
」

　
空
き
家
バ
ン
ク
成
約
物
件 

　
の
大
家
さ
ん
と
借
り
手
の

　
対
談
形
式
で
、
空
き
家
に

　
対
し
て
考
え
て
い
る
こ
と

　
や
、
今
後
ど
う
し
て
い
き

　
た
い
か
の
お
話
を
聞
き
ま

　
す
。

　
大
家
に
な
っ
た
経
緯
や
さ

　
ま
ざ
ま
な
経
験
、
リ
ア
ル

　
な
お
話
が
聞
け
ま
す
。

　
質
問
も
大
歓
迎
。
ど
な
た

　
で
も
、
お
気
軽
に
ご
参
加

　
く
だ
さ
い
。
　

◇
日
時

　
10
月
19
日
㈯

　
10
時
〜
12
時

◇
場
所

　
旧
小
澤
医
院

(
真
鶴
駅
前
)

　
住
所
:
真
鶴
４
０
０‐

１

◇
協
力

　
小
澤 

英
仁
さ
ん

(
大
家
)

　
加
藤 

健
介
さ
ん

(
借
り
手
)

◇
参
加
費
　
５
０
０
円

◇
申
し
込
み
　
不
要

◇
主
催
　

　
真
鶴
空
き
家
勉
強
会

　
チ
ー
ム
(
有
志
団
体
)

◇
今
後
の
開
催
予
定

　
11
月
17
日
㈰
・

　
12
月
21
日
㈯

(
ど
ち
ら
も
午
前
を
予
定
)

■
問
い
合
わ
せ

☎
０
９
０
・
２
６
３
１

  

・
９
４
１
８
(
藤
井
)

真鶴空き家勉強会チーム
のインスタグラムはこちら

↓

◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年10月号 広報真鶴　2024年10月号

◇
日
時
　
10
月
27
日
㈰

　
14
時
〜
15
時
(
受
付
・
健

　
康
測
定
等
13
時
〜
)

◇
場
所

　
小
田
原
市
川
東
タ
ウ
ン
セ

　
ン
タ
ー
マ
ロ
ニ
エ

◇
内
容

　
快
便
は
健
康
な
生
活
の
基

　
本
「
知
ら
な
い
と
損
す
る

　
排
便
の
し
く
み
」

◇
講
師

　
松
島
病
院
大
腸
肛
門
病
セ

　
ン
タ
ー
　
名
誉
院
長

　
黒
水 

丈
次 

氏

◇
そ
の
他

　
お
薬
相
談
、
体
組
成
計
な    

　
ど
の
健
康
測
定
あ
り
ま
す
。

◇
参
加
費
　

　
無
料
、
当
日
参
加
可
　
　

■
問
い
合
わ
せ

　
公
益
社
団
法
人
小
田
原
薬

　
剤
師
会

☎
０
４
６
５
・
23
・
２
６
５
８

　　

◇
日
時
　
　
　

　
10
月
８
日
㈫

　
10
時
〜
16
時

◇
場
所

　
ハ
ル
ネ
小
田
原
う
め
ま
る

　
広
場

◇
内
容

・
労
働
問
題

(
労
働
時
間
、
賃
金
、
雇
用
、

　
労
災
、
安
全
衛
生
)

・
社
会
保
険

(
健
康
保
険
、
年
金
) 

等

■
問
い
合
わ
せ

　
神
奈
川
県
社
会
保
険
労
務

　
士
会
小
田
原
支
部

☎
０
４
６
５
・
37
・
９
３
１
８

(
担
当
　
山
室
)

　
こ
ん
に
ち
は
、
真
鶴
町
立
中
川
一
政
美
術
館
学
芸

員
の
蔵
本
で
す
。
今
回
は
、
中
川
一
政
<
薔
薇
>

(
制
作
年
:1

9
6
2

年
、
油
彩
／
キ
ャ
ン
バ
ス
、
サ
イ

ズ
:60.7×
50.0cm

)
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
本
作
は
、
画
伯
が
69
歳
の
時
に
描
き
上
げ
た
作
品

で1
9
6
3

年
「
現
代
日
本
油
絵
展
」
に
出
品
し
た
も
の

で
す
。
画
伯
は
生
涯
を
通
じ
て
様
々
な
花
の
静
物
画

を
制
作
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
一
番
多
く
描
い
た

の
が
「
薔
薇
」
の
絵
で
し
た
。
60
代
後
半
か
ら
97
歳

ま
で
の
約
30
年
間
に
描
い
た
「
薔
薇
」
の
作
品
は
８

０
０
点
を
超
え
て
い
ま
す
が
、
一
点
も
同
じ
「
薔

薇
」
の
作
品
は
な
く
、
描
き
慣
れ
た
画
題
を
日
々
感

動
新
た
に
し
て
制
作
す
る
姿
勢
が
画
伯
に
は
あ
り
ま

し
た
。

　
本
作
で
は
赤
、
白
、
水
色
の
大
輪
の
薔
薇
が
壺
に

い
き
い
き
と
生
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
背
景
は
水
色
を

基
調
と
し
、
薔
薇
の
色
味
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
際

立
っ
て
い
ま
す
。
と
く
に
赤
の
花
に
目
を
奪
わ
れ
ま

す
。
壺
は
朱
色
の
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
描
か
れ
て
い
ま

す
。
花
が
生
け
ら
れ
た
ペ
ル
シ
ャ
壺
(
当
館
蔵
)
を

見
て
み
る
と
、
壺
の
中
央
に
は
魚
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
画
伯
は
こ
の
壺
を
頻
繁
に
花
の
静
物
画
に
描
い

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
壺
に
注
目
す
る
だ
け
で

も
と
て
も
面
白
く
、
画
伯
の
絵
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
本
作
が
金
縁
の
額
に
収
め
ら
れ
て
い
る
点

も
鑑
賞
者
の
眼
線
を
惹
き
つ
け
る
一
要
素
に
な
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。
画
伯
は
自
ら
デ
ザ
イ
ン
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
額
縁
を
好
ん
で
作
品
に
組
み
合
わ
せ
て
い

ま
し
た
が
、
金
縁
の
額
も
、
華
や
か
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
薔
薇
の
絵
と
調
和
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
画
伯
が
薔
薇
の
絵
を
描
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

「
薔
薇
は
四
季
咲
き
で
い
つ
で
も
描
く
こ
と
が
で
き

る
」
と
画
商
に
勧
め
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
で
す
が
、
描
い
て
い
る
う
ち
に
ど
ん
ど
ん

制
作
に
の
め
り
込
み
、
や
が
て
「
生
き
て
い
る
画
」
や

「
い
の
ち
」
を
描
く
こ
と
を
追
求
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
変
化
は
作
品
に
も
表
れ
る
よ
う
に
な
り
、

絵
の
中
か
ら
花
や
壺
が
飛
び
出
し
て
き
そ
う
な
大
胆
な

描
写
や
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
構
図
、
勢
い
あ
る
筆
運
び
が

展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

 

現
在
︑美
術
館
で
は
企
画
展﹁
中
川
一
政
美
術
館
の

玉
手
箱
﹂を
２
０
２
５
年
１
月
19
日
㈰
ま
で
開
催
し

て
お
り
︑展
示
作
品
の
解
説
を
中
心
と
し
た
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ト
ー
ク
を
10
月
12
日
㈯・27
㈰
に
予
定
し
て
い

ま
す
︒皆
様
︑ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
︒お
待
ち
し

て
い
ま
す
︒

中
川
一
政
美
術
館
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
中
川
一
政
美
術
館

　
☎
０
４
６
５
・
６
８
・
１
１
２
８

小
田
原
薬
剤
師
会
主
催

一
般
公
開
講
座
２
０
２
４

社
会
保
険
労
務
士

無
料
相
談
会

申し込み
フォームは
こちら
↓
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連

　載

 

　
　

　
　
　    

船
員
募
集
！

          

真
鶴
の
海
で
一
緒
に

          

働
き
ま
せ
ん
か

　　
　 

 
真
鶴
町
漁
業
協
同
組

合
で
は
、
船
員(
正
社
員)

を

募
集
し
て
い
ま
す
。
「
海
の

仕
事
が
し
た
い
！
」
「
漁
師

に
な
り
た
い
！
」
な
ど
熱
意

が
あ
る
方
、
歓
迎
し
ま
す
！

　
真
鶴
町
漁
業
協
同
組
合
の

所
属
船
な
の
で
、
福
利
厚
生

が
充
実
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

面
接
後
に
は
体
験
乗
船
が
あ

る
の
で
、
安
心
！
資
格
・
要

件
内
容
に
つ
い
て
の
質
問
等

も
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◇
募
集
要
項

　
沖
網
漁
場
従
業
員

(
正
社
員
)
＊
若
干
名

◇
勤
務
地
　
真
鶴
地
先
　
　

◇
所
属
部
門

　
真
鶴
町
漁
業
協
同
組
合
　

　
漁
業
自
営
部

◇
勤
務
内
容

　
定
置
網
の
漁
獲
作
業
お
よ

　
び
漁
船
清
掃
・
漁
網
、
漁

　
具
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業

◇
勤
務
日

　
当
組
合
操
業
カ
レ
ン
ダ
ー

　
に
よ
る

◇
勤
務
時
間

　
２
時
〜
12
時

(
休
憩
１
〜
２
時
間
あ
り
)

◇
給
与

　
20
万
円
〜

(
手
当
等
含
む
)

◇
制
度
　
　

　
昇
給
・
退
職
金
制
度
あ
り

＊
当
組
合
諸
規
定
に
よ
る

◇
年
齢

　
18
歳
〜
40
歳

◇
福
利
厚
生

　
雇
用
保
険
・
厚
生
年
金
・

　
健
康
保
険
完
備

■
問
い
合
わ
せ

　
真
鶴
町
漁
業
協
同
組
合

☎
０
４
６
５
・
68
・
５
５
１
１

FAX
０
４
６
５
・
68
・
５
５
１
４

(
担
当
:
北
村
・
星
野
)

メ
レ
ま
な
づ
る

　
み
ん
な
で
発
声
練
習
〜
や

さ
し
い
童
謡
〜
新
し
い
歌
な

ど
を
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時

　
10
月
20
日
㈰

　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

  

月
１
回

　
毎
月
第
３
日
曜
日

◇
場
所

　
情
報
セ
ン
タ
ー 

　
１
階
　
映
像
ホ
ー
ル

◇
対
象
　 

　
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
シ
ニ

  

ア
ま
で
ど
な
た
で
も
。

◇
参
加
費
　
無
料

◇
そ
の
他
　

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ピ
ア
ニ
ス

  

ト
募
集
中(

交
通
費
支
給)

■
問
い
合
わ
せ

　
グ
ー
テ
・
ム
ジ
ー
ク

  gute_0323@yahoo.co.jp

第
22
回
真
鶴
空
き
家
勉
強
会

◇
テ
ー
マ

「
大
家
さ
ん
の
本
音
、
借
り

  

手
の
本
音
」

　
空
き
家
バ
ン
ク
成
約
物
件 

　
の
大
家
さ
ん
と
借
り
手
の

　
対
談
形
式
で
、
空
き
家
に

　
対
し
て
考
え
て
い
る
こ
と

　
や
、
今
後
ど
う
し
て
い
き

　
た
い
か
の
お
話
を
聞
き
ま

　
す
。

　
大
家
に
な
っ
た
経
緯
や
さ

　
ま
ざ
ま
な
経
験
、
リ
ア
ル

　
な
お
話
が
聞
け
ま
す
。

　
質
問
も
大
歓
迎
。
ど
な
た

　
で
も
、
お
気
軽
に
ご
参
加

　
く
だ
さ
い
。
　

◇
日
時

　
10
月
19
日
㈯

　
10
時
〜
12
時

◇
場
所

　
旧
小
澤
医
院

(
真
鶴
駅
前
)

　
住
所
:
真
鶴
４
０
０‐

１

◇
協
力

　
小
澤 

英
仁
さ
ん

(
大
家
)

　
加
藤 

健
介
さ
ん

(
借
り
手
)

◇
参
加
費
　
５
０
０
円

◇
申
し
込
み
　
不
要

◇
主
催
　

　
真
鶴
空
き
家
勉
強
会

　
チ
ー
ム
(
有
志
団
体
)

◇
今
後
の
開
催
予
定

　
11
月
17
日
㈰
・

　
12
月
21
日
㈯

(
ど
ち
ら
も
午
前
を
予
定
)

■
問
い
合
わ
せ

☎
０
９
０
・
２
６
３
１

  

・
９
４
１
８
(
藤
井
)

真鶴空き家勉強会チーム
のインスタグラムはこちら

↓
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◇
日
時
　
10
月
27
日
㈰

　
14
時
〜
15
時
(
受
付
・
健

　
康
測
定
等
13
時
〜
)

◇
場
所

　
小
田
原
市
川
東
タ
ウ
ン
セ

　
ン
タ
ー
マ
ロ
ニ
エ

◇
内
容

　
快
便
は
健
康
な
生
活
の
基

　
本
「
知
ら
な
い
と
損
す
る

　
排
便
の
し
く
み
」

◇
講
師

　
松
島
病
院
大
腸
肛
門
病
セ

　
ン
タ
ー
　
名
誉
院
長

　
黒
水 

丈
次 

氏

◇
そ
の
他

　
お
薬
相
談
、
体
組
成
計
な    

　
ど
の
健
康
測
定
あ
り
ま
す
。

◇
参
加
費
　

　
無
料
、
当
日
参
加
可
　
　

■
問
い
合
わ
せ

　
公
益
社
団
法
人
小
田
原
薬

　
剤
師
会

☎
０
４
６
５
・
23
・
２
６
５
８

　　

◇
日
時
　
　
　

　
10
月
８
日
㈫

　
10
時
〜
16
時

◇
場
所

　
ハ
ル
ネ
小
田
原
う
め
ま
る

　
広
場

◇
内
容

・
労
働
問
題

(
労
働
時
間
、
賃
金
、
雇
用
、

　
労
災
、
安
全
衛
生
)

・
社
会
保
険

(
健
康
保
険
、
年
金
) 

等

■
問
い
合
わ
せ

　
神
奈
川
県
社
会
保
険
労
務

　
士
会
小
田
原
支
部

☎
０
４
６
５
・
37
・
９
３
１
８

(
担
当
　
山
室
)

　
こ
ん
に
ち
は
、
真
鶴
町
立
中
川
一
政
美
術
館
学
芸

員
の
蔵
本
で
す
。
今
回
は
、
中
川
一
政
<
薔
薇
>

(
制
作
年
:1

9
6
2

年
、
油
彩
／
キ
ャ
ン
バ
ス
、
サ
イ

ズ
:60.7×

50.0cm

)
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
本
作
は
、
画
伯
が
69
歳
の
時
に
描
き
上
げ
た
作
品

で1
9
6
3

年
「
現
代
日
本
油
絵
展
」
に
出
品
し
た
も
の

で
す
。
画
伯
は
生
涯
を
通
じ
て
様
々
な
花
の
静
物
画

を
制
作
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
一
番
多
く
描
い
た

の
が
「
薔
薇
」
の
絵
で
し
た
。
60
代
後
半
か
ら
97
歳

ま
で
の
約
30
年
間
に
描
い
た
「
薔
薇
」
の
作
品
は
８

０
０
点
を
超
え
て
い
ま
す
が
、
一
点
も
同
じ
「
薔

薇
」
の
作
品
は
な
く
、
描
き
慣
れ
た
画
題
を
日
々
感

動
新
た
に
し
て
制
作
す
る
姿
勢
が
画
伯
に
は
あ
り
ま

し
た
。

　
本
作
で
は
赤
、
白
、
水
色
の
大
輪
の
薔
薇
が
壺
に

い
き
い
き
と
生
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
背
景
は
水
色
を

基
調
と
し
、
薔
薇
の
色
味
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
際

立
っ
て
い
ま
す
。
と
く
に
赤
の
花
に
目
を
奪
わ
れ
ま

す
。
壺
は
朱
色
の
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
描
か
れ
て
い
ま

す
。
花
が
生
け
ら
れ
た
ペ
ル
シ
ャ
壺
(
当
館
蔵
)
を

見
て
み
る
と
、
壺
の
中
央
に
は
魚
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
画
伯
は
こ
の
壺
を
頻
繁
に
花
の
静
物
画
に
描
い

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
壺
に
注
目
す
る
だ
け
で

も
と
て
も
面
白
く
、
画
伯
の
絵
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
本
作
が
金
縁
の
額
に
収
め
ら
れ
て
い
る
点

も
鑑
賞
者
の
眼
線
を
惹
き
つ
け
る
一
要
素
に
な
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。
画
伯
は
自
ら
デ
ザ
イ
ン
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
額
縁
を
好
ん
で
作
品
に
組
み
合
わ
せ
て
い

ま
し
た
が
、
金
縁
の
額
も
、
華
や
か
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
薔
薇
の
絵
と
調
和
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
画
伯
が
薔
薇
の
絵
を
描
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

「
薔
薇
は
四
季
咲
き
で
い
つ
で
も
描
く
こ
と
が
で
き

る
」
と
画
商
に
勧
め
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
で
す
が
、
描
い
て
い
る
う
ち
に
ど
ん
ど
ん

制
作
に
の
め
り
込
み
、
や
が
て
「
生
き
て
い
る
画
」
や

「
い
の
ち
」
を
描
く
こ
と
を
追
求
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
変
化
は
作
品
に
も
表
れ
る
よ
う
に
な
り
、

絵
の
中
か
ら
花
や
壺
が
飛
び
出
し
て
き
そ
う
な
大
胆
な

描
写
や
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
構
図
、
勢
い
あ
る
筆
運
び
が

展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

 

現
在
︑美
術
館
で
は
企
画
展﹁
中
川
一
政
美
術
館
の

玉
手
箱
﹂を
２
０
２
５
年
１
月
19
日
㈰
ま
で
開
催
し

て
お
り
︑展
示
作
品
の
解
説
を
中
心
と
し
た
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ト
ー
ク
を
10
月
12
日
㈯・27
㈰
に
予
定
し
て
い

ま
す
︒皆
様
︑ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
︒お
待
ち
し

て
い
ま
す
︒

中
川
一
政
美
術
館
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
中
川
一
政
美
術
館

　
☎
０
４
６
５
・
６
８
・
１
１
２
８

小
田
原
薬
剤
師
会
主
催

一
般
公
開
講
座
２
０
２
４

社
会
保
険
労
務
士

無
料
相
談
会

申し込み
フォームは
こちら
↓
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□問い合わせ　

　健康こども課　☎内線227

　里芋の旬は10～12月です。山で自生していた山芋に対し、

里で栽培されることから里芋という名前が付いたとされて

います。

　ねっとりした食感がおいしい里芋ですが、煮物だけでなく

色々なお料理によく合います。今回は、ポテトサラダにアレン

ジしました。

旬の食材を食べよう！「里芋」

管理栄養士の健康レシピ

里芋は皮付きのままよく洗い、包丁で１周切

れ目を入れ、耐熱皿に並べて水大さじ１を

回しかけ、ふんわりとラップをかける。600Ｗ

の電子レンジで約５分加熱する。（硬ければ

さらに１分加熱）粗熱がとれたら皮をむく。

※やけどに注意！キッチンペーパーや布巾

　　を使うとむきやすい。

〈作り方〉

「里芋の和風サラダ」

◆材料　　２人分

里芋　　　　　　　　
ツナ缶　　　　　　　
めんつゆ（３倍濃縮）
マヨネーズ　　　　
お好みでトッピング
（しそ、きざみのり、

ねぎ、かつお節など）

１

２

POINT

德田管理栄養士

５個(約３００ｇ）
１缶
小さじ１
大さじ１

適量
里芋をつぶし、ツナ、めんつゆ、マヨネーズ

を加えて混ぜる。

器に盛り、お好みでトッピングをのせて出来

上がり。
３１人分228kcal　塩分0.7g

●里芋の栄養

・イモ類の中で特にカロリーが低いので、ダイエット中の方はじゃがいもや

　さつまいもの代わりに里芋を使うのもおすすめです。

・カリウムが多く、余分なナトリウムの排出を促すため、高血圧の改善に役立ちます。

・独特のぬめりは、ムチンとガラクタンという水溶性食物繊維です。

　ムチンは、胃の粘膜を保護して胃腸の機能を高めるとされています。

　ガラクタンは糖質とたんぱく質が結合したもので、腸の働きを活発にし、血糖値や

　コレステロール値の上昇を抑制する効果があるとされています。

*里芋を扱う時にかゆくなることがありますが、ぬめりの成分である

　シュウ酸カルシウムが原因です。酢水につけるとかゆみが和らぎます。
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７日(月)、15日(火)、
21日(月)、28日(月)

OSU
SUME

７日(月)、14日(月)、
21日(月)、28日(月)

 モ
ト

な
れ

け

を 介護ヘルパーごたごた日記
佐東　しお/著

新 着 本

◆広告募集！　問い合わせは、町長室　☎内線３１4

　介護ヘルパーは、他人の暮らしに

入り込む仕事。今日も家庭の事情、

命の期限に寄り添って…。認知症の

親と障害を持つ息子のケアをしなが

ら介護ヘルパーとして働く著者が、

日々の出来事を綴る。

《一般書》

■介護ヘルパーごたごた日記　　　

                            　佐東 しお/著

■法定占拠　爆弾2　　　　     呉 勝浩/著　　　　

■買い物の科学　　　　    　越智 啓太/著

■ベスト・エッセイ　2024　　　　

　　　　　　　　     　日本文藝家協会/編

《児童書》

■時間の学校　　　　

　　 　　　原田 知広/監修,田中 真樹/監修

■世界史探偵　コナンシーズン2

　3街と歴史　4美と歴史　

　　　　　　　　  　　　青山 剛昌/原作他

■「なんでその仕事をえらんだの？」

　　　　　　　　 WILLこども知育研究所/編

■恐竜のあたまの中をのぞいたら　　

　   　　大島 英太郎/作,河部 壮一郎/監修

■にじ　　

　 武田 康男監修/写真,小杉 みのり構成/文

■みんなが知りたい！日本刀のすべて

  世界に誇る刀剣の歴史と見どころがわかる　

              「日本刀のすべて」編集室/著

　　　　

問い合わせ　まなづる図書館 

☎０４６５-６８-６３２６

15時
まで

土曜）午後３時まで受診可

読まなくなった本や雑誌等、
少しでも出張買い取りします！

全国古書籍商組合連合会加盟

レコード、ＣＤ、ＤＶＤ、古写真、観光土産の絵葉書や
雑貨なども歓迎！処分する前にご相談下さい。

真鶴１８９３ー２１　加藤
電話　０９０ -９６７９ -１７８２

小田原百貨店　真鶴店

営業時間：午前９時から午後８時まで　※変更の場合あり

真鶴町真鶴２９４-３　　　０４６５-６９-１８８８

おかげさまで20周年！

５日(土)12日(土)15日(火)19日(土)26日(土) 優待５倍デー

定休日：なし

詳細は、役場町長室へ

広報に広告を掲載しませんか？

施設・店舗に関する情報やスタッフ募集

など、掲載内容については町役場まで

お気軽にご相談ください！

☎内線３１４

　広告募集

うに清スタッフ募集
勤務内容：・厨房係（洗い場ほか）
　　　　　・お座敷係
勤務時間：午前９時～午後５時
　　　　　※応相談（平日または土日だけでも勤務可能）
時　　給：平日1,112円　土日・祝日1,390円
問い合わせ　真鶴町真鶴１１６１－７
　　　　　　　０４６５-６８-１２７６

磯の味

学生さん、大歓迎！

今 月 の お す す め

※９月から､随時入っています｡便利な
  インターネット予約をご利用ください｡

ゲスト 地元 一般
平日
土曜日
日・祝日

8,450円
15,450円
14,950円

10,500円
17,500円
17,000円



津波対策訓練/9:00～12:00/【地域会場】岩ふれあい館・まなづる小学校・貴船神社

【中央会場】真鶴港
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町の位置：東経139度8分14秒、北緯35度9分30秒（国土地理院より）
町の面積：7.05㎢

真
鶴

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
h

ttp
://w

w
w

.to
w

n
.m

a
n

a
z
u

ru
.k

a
n

a
g

a
w

a
.jp

/
E

メ
ー

ル
 o

ffi
c
e

＠
to

w
n

.m
a
n

a
z
u

ru
.k

a
n

a
g

a
w

a
.jp

■
編

集
・発

行
　

真
鶴

町
 町

長
室

〒
2

5
9

-0
2

0
2
 神

奈
川

県
足

柄
下

郡
真

鶴
町

岩
2

4
4
番

地
の

１
T

E
L
.0

4
6

5
（6

8
）113

1 F
A

X
.0

4
6

5
（6

8
）5

119

今 月 の 納 期人口と世帯 令和６年９月１日現在
(住民基本台帳法による)

 男  3,082（－  ５  ）

 女 3,531（－  ６  ）

 計 6,613（－  11 ）

世帯 3,396（－　３ ）
（    ）内は前月比

※税金などのお支払いは、口座振替をご利用ください。

１人１日当たりのごみ排出量

今年８月分 1,083 g　

昨年８月分 1,140 g　

ごみの分別にご協力をお願いします

前年度比較　５．０％ 減　

月

住民相談/10:00～16:00/町民センター

木

はつらつ元気塾/10:00～11:30/町民センター

運動倶楽部/10:00～11:30/町民センター

新聞・雑紙

金

木

※下水道接続にご協力をお願いします。

火

木

水

金

土

金

土

日

月

火

月

水

日

日

土

木

金

火

水

日

月

火

水

木

火

水

月

幼稚園わくわくフェスティバル(運動会)

町民運動会/真鶴中学校

まなづる小学校運動会

真鶴中学校学習活動発表会

クリーンキャンペーン真鶴

夜間急患問い合わせ／ 

ビン・ペットボトル

可燃物

可燃物 ぼうさい まなづる　防災行政無線自動応答テレホンサービス
℡０４６５-６９-１８９０（通話料有料）

粗大･不燃物

可燃物

可燃物

休日・急患診療所／小田原市保健センター(℡0465-47-0823）
受付時間8：30～15：30

休日・急患診療所／小田原市保健センター(℡0465-47-0823）
受付時間8：30～15：30

可燃物

可燃物

ビン・ペットボトル

布・ダンボール･紙パック

休日・急患診療所／小田原市保健センター(℡0465-47-0823）
受付時間8：30～15：30

休日・急患診療所／小田原市保健センター(℡0465-47-0823）
受付時間8：30～15：30

湯河原消防署（℡0465-60-0119）

カ ン

可燃物

可燃物

休日・急患診療所／小田原市保健センター(℡0465-47-0823）
受付時間8：30～15：30

粗大･不燃物

可燃物

可燃物

可燃物

カ ン

ビン・ペットボトル

可燃物

可燃物

布・ダンボール･紙パック

生き活き健康相談/10:00～12:00/情報センター１階

10 月

親子教室/10:00～11:30/町民センター

公益社団法人コスモス成年後見サポートセンター小田原西地区無料相談会
/13:00～15:00/町民センター2階 第３会議室

育児セミナー/10:00～11:30/町民センター

おもちゃ病院/11:30～12:00/町民センター

すくすく子育て相談/予約制/町民センター

1歳6か月、３歳児健診/13:00～13:20
/町民センター

お達者教室/10:00～11:15/町民センター

出張福祉相談会/10:00～12:00/町民センター

まなっこひろば子ども服リサイクルフェア
/9:30～11:30/町民センター

地域サロン 和楽/10:00～12:00/観光協会２階

地域サロン 和み/10:00～11:30/岩地区集会所

地域サロン にこにこ/10:00～12:00/町民センター

地域サロン きずな/10:00～12:00/旧保健センター

★中川一政美術館町民無料デー★ギャラリートーク/14:00～14:30

まなづるオレンジカフェ
/13:00～15:00/情報センター1階

町の保健室/10:00～15:00/情報センター１階

町の保健室/10:00～15:00/情報センター１階

★真鶴町 家庭の日★★中川一政美術館町民無料デー★

真鶴なぶら市/10:00～13:00/真鶴港岸壁広場

地域サロン 真輪/10:00～11:30/町民センター

町の保健室/10:00～15:00/情報センター1階

町の保健室/10:00～15:00/情報センター１階

地域サロン 真輪/10:00～11:30/町民センター

中川一政美術館 ギャラリートーク/14:00～14:30

町民文化祭/～11月３日まで/町民センター

★中川一政美術館町民無料デー★

町　 県　 民　 税　（３期分） 10月31日
国民健康保険税　（７期分） 10月31日
介 護 保 険 料 （７期分） 10月31日
後期高齢者医療保険料　（４期分） 10月31日
上 下 水 道 料 （10月分) 10月31日


